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金融情報

金融（融資）相談経営相談

法律相談

会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。
相談場所■小松商工会議所
予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。
お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？
本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

（☎ 0761-21-3121）

雇
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（平成28年4月20日現在）

■マルケイ資金

2,000万円
無担保・無保証人

・利率　1.3％
・期間　10年（運転７年）

■小口事業資金（追認小口）

1,500万円
原則無担保

・利率　1.75％
・期間　７年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）

1,250万円
原則無担保

・利率　1.7％
・期間　７年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.6％
・期間　７年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.85％
・期間　７年（実情に応じ10年）

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.3％
・期間　７年以内

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認２億円）
・利率　1.6％～1.8％
・期間　5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

平成27年度（3月
末まで）認定実績

零 細 分

創 業 者 分

今 月 の 利 率

●
全
産
業
の
業
況
ＤＩ
は
、前
月
と

比
べ
悪
化
。産
業
別
に
み
る
と
、建

設
業
、卸
売
業
で
悪
化
、サ
ー
ビ
ス

業
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、そ
の
他
の
２

業
種
で
改
善
し
た
。各
業
種
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

●「
足
元
の
住
宅
投
資
は
伸
び
悩

ん
で
い
る
も
の
の
、４
月
か
ら
、免

震
化・省
エ
ネ
化
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
す
る
補
助
事
業
が
開
始
さ

れ
る
た
め
、今
後
の
受
注
増
を
期

待
し
た
い
」（
建
築
工
事
業
）、「
業

績
は
前
年
度
と
同
水
準
を
維
持
す

る
見
込
み
だ
が
、研
究・製
造
に
係

る
技
術
職
が
不
足
し
て
お
り
、喫

緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
」（
医
薬

品
等
製
造
業
）、「
不
安
定
な
金
融

市
場
や
消
費
税
率
引
き
上
げ
を
巡

る
動
向
な
ど
が
消
費
者
の
マ
イ
ン

ド
を
鈍
ら
せ
て
お
り
、売
上
の
回

復
が
遅
れ
て
い
る
」（
商
店
街
）、

「
ス
キ
ー
や
温
泉
に
入
る
猿
な
ど

を
目
当
て
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
が
多
く
、特
に
、中
国
や
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
の
団
体
客
が
目
立
っ
た
」

（
飲
食
店
）

●
業
況
の
先
行
き
見
通
し
ＤＩ
は
、

全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
改
善
す

る
見
込
み
。産
業
別
に
み
る
と
、製

造
業
、小
売
業
で
悪
化
、そ
の
他
の

３
業
種
で
改
善
す
る
見
込
み
。

　
３
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
ＤＩ
は
、▲
２３
．６
と
、

前
月
か
ら
▲
０
．８
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
ぼ
横
ば
い
。原

材
料
価
格
や
燃
料
費
な
ど
の
下
落
の
恩
恵
が
続
く

中
、好
調
な
観
光
需
要
に
よ
る
下
支
え
の
ほ
か
、設

備
投
資
に
も
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。他

方
、人
件
費
上
昇
や
受
注
機
会
の
損
失
な
ど
人
手

不
足
の
影
響
拡
大
、消
費
低
迷
の
長
期
化
に
加
え
、

新
興
国
経
済
の
減
速
、不
安
定
な
金
融
市
場
な
ど
、

取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
が
マ
イ
ン
ド
を
鈍
ら
せ

て
お
り
、中
小
企
業
の
業
況
感
は
足
踏
み
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
ＤＩ
が
▲

２２
．１（
今
月
比
＋
１
．５
ポ
イ
ン
ト
）と
改
善
を
見
込

む
も
の
の
、「
悪
化
」か
ら「
不
変
」へ
の
変
化
が
主
因

で
あ
り
、実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。春
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
た
需
要
拡
大
や
設
備
投
資
の
持
ち
直
し
、

補
正
予
算・来
年
度
予
算
の
早
期
執
行
な
ど
へ
の
期

待
感
が
伺
え
る
。他
方
、新
興
国
経
済
の
減
速
や
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
含
め
た
金
融
市
場
の
不
透
明

感
も
あ
り
、先
行
き
が
見
通
し
づ
ら
い
中
、中
小
企

業
に
お
い
て
は
、消
費
低
迷
の
長
期
化
や
人
手
不

足
の
影
響
拡
大
、春
闘
の
結
果
を
受
け
た
人
件
費

の
動
向
と
価
格
転
嫁
の
遅
れ
に
対
す
る
懸
念
な
ど

か
ら
、慎
重
な
見
方
が
続
い
て
い
る
。

景況天気予報LOBO調査
【LOBO調査とは】全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

調査期間：2016年3月15日～22日
調査対象：全国の422商工会議所が
　　　　　2969企業にヒアリング

2月【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.69倍 1.91倍 1.33倍 1.36倍 1.28倍

北
陸
信
越
の
状
況

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用
したい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9:00～16:00

（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　5月18日（水）
予約  ☎ 076-221-6141

・経営について専門家の意見を
聞きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

・インターネットで企業ＰＲしたい。

・特許や商標登録について検討
している。
・海外に製品を出したい。

雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家
派遣事業にて対応または専門機関
をご紹介しております。

☎ 0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  5月12日、19日、26日
 （毎週木曜日）
 13:00～15:30
☎ 076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

事業に関する

予約制

予約制

【経営】

【IT】

【特許・商標】

【労働】

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

Q A&

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

記帳・税務相談
・会社の経理や税務についてわからない
　ことがある。
・消費税について教えてほしい。
  日時　6月1日（火）10:00～16:00

  専門家　　南一栄税理士

  ☎ 0761-21-3121
  （小松商工会議所経営支援課）

契約書類の作成について
どうしたらよいか相談したい。

　本所の法律相談（会員無料）では、契約書類の作成方法や、債権回収
の留意点など各種事業に関する法律相談に応じております。
●毎週木曜日　小松商工会議所　103号室にて開催。
ご相談にはご予約が必要です。（30分相談／一般5,000円・会員無料）
会員事業所様には、当日 会員証明 を発行いたしますので、本所窓口で
お受取下さい。（ご予約は金沢弁護士会 TEL 076-221-6141）

（前月3.2％）

（10～12月期）

（前月211万人）

3.3％

2.7％

213万人

1.28倍

1.55倍

1.07倍

（前月1.28倍）

（前月1.57倍）［原数値］

（前月1.07倍）［原数値］

▲ 23.6

3
の全産業
合計の
業況DI値

とくに好調

50≦DI ▲25≦DI<0 DI<▲250≦DI<2525≦DI<50

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数について）
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表
す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示す。したがって売上高などの実数値の上
昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国 北 陸・信 越 全 国 北 陸・信 越

先 行 見 通 し

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲17.8

▲18.4

▲25.9

▲41.8

▲14.6

▲35.2

▲48.1

▲57.1

▲38.5

▲17.2

▲26.1

▲14.8

▲25.9

▲33.8

▲14.2

▲37.0

▲34.6

▲42.9

▲40.0

▲10.3

業況ＤＩは、足踏み状況。
先行きも不透明感強く、
慎重な見方が続く

月

☎ 0761-21-3121 （小松商工会議所経営支援課）

　現
在
、平
成
28
年
度
会
費
の

ご
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　本
所
で
は
、会
員
の
皆
様
が

厳
し
い
経
営
環
境
に
対
応
で
き

る
よ
う
各
種
相
談
な
ど
の
支

援
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。何
と
ぞ
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、引
き
続
き
ご
活
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　な
お
、口
座
振
替
の
方
は
指

定
口
座
よ
り

５
月
31
日（
火
）に
自
動
振
替

を
、振
込
み
の
方
は
振
込
用「
納

入
通
知
書
」に
よ
り

５
月
31
日（
火
）ま
で
に
ご
納

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　変
更
事
項
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、恐
縮
な
が
ら
左
記
ま
で

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

平成28年度小
松
商
工
会
議
所

総
務
財
政
課

☎
0
7
6
1・21・3
1
2
1

会 費
ご 納 入
の お 願い

問い合わせ

 
2
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の
長
期
化
に
加
え
、

新
興
国
経
済
の
減
速
、不
安
定
な
金
融
市
場
な
ど
、

取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
が
マ
イ
ン
ド
を
鈍
ら
せ

て
お
り
、中
小
企
業
の
業
況
感
は
足
踏
み
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
ＤＩ
が
▲

２２
．１（
今
月
比
＋
１
．５
ポ
イ
ン
ト
）と
改
善
を
見
込

む
も
の
の
、「
悪
化
」か
ら「
不
変
」へ
の
変
化
が
主
因

で
あ
り
、実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。春
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
た
需
要
拡
大
や
設
備
投
資
の
持
ち
直
し
、

補
正
予
算・来
年
度
予
算
の
早
期
執
行
な
ど
へ
の
期

待
感
が
伺
え
る
。他
方
、新
興
国
経
済
の
減
速
や
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
含
め
た
金
融
市
場
の
不
透
明

感
も
あ
り
、先
行
き
が
見
通
し
づ
ら
い
中
、中
小
企

業
に
お
い
て
は
、消
費
低
迷
の
長
期
化
や
人
手
不

足
の
影
響
拡
大
、春
闘
の
結
果
を
受
け
た
人
件
費

の
動
向
と
価
格
転
嫁
の
遅
れ
に
対
す
る
懸
念
な
ど

か
ら
、慎
重
な
見
方
が
続
い
て
い
る
。

景況天気予報LOBO調査
【LOBO調査とは】全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

調査期間：2016年3月15日～22日
調査対象：全国の422商工会議所が
　　　　　2969企業にヒアリング

2月【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.69倍 1.91倍 1.33倍 1.36倍 1.28倍

北
陸
信
越
の
状
況

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用
したい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9:00～16:00

（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　5月18日（水）
予約  ☎ 076-221-6141

・経営について専門家の意見を
聞きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

・インターネットで企業ＰＲしたい。

・特許や商標登録について検討
している。
・海外に製品を出したい。

雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家
派遣事業にて対応または専門機関
をご紹介しております。

☎ 0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  5月12日、19日、26日
 （毎週木曜日）
 13:00～15:30
☎ 076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

事業に関する

予約制

予約制

【経営】

【IT】

【特許・商標】

【労働】

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

Q A&

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

記帳・税務相談
・会社の経理や税務についてわからない
　ことがある。
・消費税について教えてほしい。
  日時　6月1日（火）10:00～16:00

  専門家　　南一栄税理士

  ☎ 0761-21-3121
  （小松商工会議所経営支援課）

契約書類の作成について
どうしたらよいか相談したい。

　本所の法律相談（会員無料）では、契約書類の作成方法や、債権回収
の留意点など各種事業に関する法律相談に応じております。
●毎週木曜日　小松商工会議所　103号室にて開催。
ご相談にはご予約が必要です。（30分相談／一般5,000円・会員無料）
会員事業所様には、当日 会員証明 を発行いたしますので、本所窓口で
お受取下さい。（ご予約は金沢弁護士会 TEL 076-221-6141）

（前月3.2％）

（10～12月期）

（前月211万人）

3.3％

2.7％

213万人

1.28倍

1.55倍

1.07倍

（前月1.28倍）

（前月1.57倍）［原数値］

（前月1.07倍）［原数値］

▲ 23.6

3
の全産業
合計の
業況DI値

とくに好調

50≦DI ▲25≦DI<0 DI<▲250≦DI<2525≦DI<50

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数について）
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表
す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示す。したがって売上高などの実数値の上
昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国 北 陸・信 越 全 国 北 陸・信 越

先 行 見 通 し

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲17.8

▲18.4

▲25.9

▲41.8

▲14.6

▲35.2

▲48.1

▲57.1

▲38.5

▲17.2

▲26.1

▲14.8

▲25.9

▲33.8

▲14.2

▲37.0

▲34.6

▲42.9

▲40.0

▲10.3

業況ＤＩは、足踏み状況。
先行きも不透明感強く、
慎重な見方が続く

月

☎ 0761-21-3121 （小松商工会議所経営支援課）

　現
在
、平
成
28
年
度
会
費
の

ご
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　本
所
で
は
、会
員
の
皆
様
が

厳
し
い
経
営
環
境
に
対
応
で
き

る
よ
う
各
種
相
談
な
ど
の
支

援
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。何
と
ぞ
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、引
き
続
き
ご
活
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　な
お
、口
座
振
替
の
方
は
指

定
口
座
よ
り

５
月
31
日（
火
）に
自
動
振
替

を
、振
込
み
の
方
は
振
込
用「
納

入
通
知
書
」に
よ
り

５
月
31
日（
火
）ま
で
に
ご
納

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　変
更
事
項
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、恐
縮
な
が
ら
左
記
ま
で

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

平成28年度小
松
商
工
会
議
所

総
務
財
政
課

☎
0
7
6
1・21・3
1
2
1

会 費
ご 納 入
の お 願い

問い合わせ

小松商工会議所 2016.53



設備貸与制度

長期固定金利

ISICO 石川県産業創出支援機構 小松商工会議所からのお知らせ

㈱小松製作所粟津工場
執行役員／生産本部粟津工場長

藤田　直樹氏

㈱福井銀行小松支店
支店長

谷口　幸徳氏

鶴来信用金庫小松支店
支店長

北島　知之氏

ビジネス創造フェア
いしかわ２０１６
～技術の翼を～

10:00～ 17:00
石川県産業展示館2号館
金沢市袋畠町南193番地

平成28年

5月19日木～ 21日土

※ご利用に際し、諸条件についてはご相談下さい。

主　　催
後　　援

会場構成
お問合せ

公益財団法人石川県産業創出支援機構
石川県、金沢市、白山市、小松市、能美市、かほく市、加賀市、野々市市、七尾市、
羽咋市、川北町、津幡町、宝達志水町、志賀町、石川県商工会議所連合会
ビジネス創造フェアいしかわ2016・販売コーナー・商談コーナー・受発注相談コーナー
〒920-8203　金沢市鞍月2丁目20番地   石川県地場産業振興センター新館1F   （公財）石川県産業創出支援機構
販路開拓推進部　受注開拓課   担当：長田　豊   TEL: 076-267-1140   FAX: 076-268-4911

1億円の設備投資を10年間固定金利で利用できます。
信用保証協会の保証枠を残して設備投資できます。
減価償却ができます。
経営全般についての無料アドバイスが受けられます。

年2.75％固定（実質金利2.25%以下）
【利子補給制度】
石川県・各市町より利子助成が受けられます。

（市町については3年間）
今年度（平成28年度）から全市町で利子助成が行わ
れることになりました。

石川県産業創出支援機構公益財団法人

経営支援部  設備支援課
〒920-8203　金沢市鞍月2丁目20番地   石川県地場産業振興センター新館1F
TEL: 076-267-1174   FAX: 076-267-3622
URL: http://www.isico.or.jp   E-mail: info@isico.or.jp

小
松
市
の
場
合

対象業種
全製造業（製造用の
機械設備に限る）

助成額
1企業1年度
60万円限度

助成料率
割賦損料率の
1.25%相当額

お問合せ先
経済観光文化部商工労働課
TEL.0761-24-8074

助成期間

契約日より3年間

新品または中古設備
（※土地・建物・賃貸物件は対象外）

※なお、中古設備については留意点がありますので
事前にお問い合わせ下さい。

300人以下（業種によって異なります）

10年以内（うち据置期間1年以内）

必要に応じてお願いする場合があります

頭金：設備価格の10 ～ 50％をお願いします
原則担保不要
設備に損害保険を付保

100万円～１億円以下（消費税込）

設備を当機構が購入し、長期固定金利で
割賦販売（利率：年2.75％）
さらに、県・市町からの利子補給があると、
実質0.00％～の超優遇金利。（市町によって利率が異なります。）

メリット

従業員数

限度額

利　息

利　息

その他

連帯保証人

対象設備

割賦
制度

「ビジネス創造フェアいしかわ」を今年も開催いたします。
これまで多くの方々に本県中小企業の持つ高い技術力、新しいモノづ
くりにチャレンジする意欲の高さを発信してきました。これからの日本
のビジネスを創造していくカギは、中小企業が有している高度な製品
開発能力・加工技術力であります。
是非この機会に本県中小企業の持つ力をご覧ください。

　本
所
副
会
頭
　㈱
小
松
製

作
所
粟
津
工
場
　常
務
執
行

役
員
粟
津
工
場
長
の
山
下
　

修
二
氏
が
退
任
さ
れ
、
平
成

28
年
4
月
1
日
付
で
後
任
と

し
て
執
行
役
員
生
産
本
部
粟

津
工
場
長
の
藤
田
　直
樹
氏

が
就
任
し
た
。

日
　時

場
　所

入場無料 　本
所
で
は
急
激
な
経
済
変
動
に
伴
い
経
営
が
深
刻
化
し
て
い
る
小
規
模
事
業

者
の
経
営
資
金
の
負
担
を
軽
減
し
、
経
営
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
左

記
の
融
資
に
係
る
借
入
金
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

利
子
補
給
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

　本
所
議
員
の
㈱
福
井
銀
行

小
松
支
店
長
の
藤
田
進
氏
が

異
動
さ
れ
、
4
月
1
日
付
で

後
任
と
し
て
谷
口
幸
徳
氏
が

就
任
し
た
。

　ま
た
、
本
所
評
議
員
の
鶴

来
信
用
金
庫
小
松
支
店
長
の

後
正
幸
氏
が
異
動
さ
れ
、
4

月
1
日
付
で
北
島
知
之
氏
が

就
任
し
た
。

小
松
商
工

会
議
所

利子補給制度の対象となる制度融資

新
規
借
入
利
息
の
一
部
を
お
支
払
い
し
ま
す

小松商工会議所  中小企業相談所
☎ 0761-21-3121

問い合わせ先

１） 補給対象者
　補給を受けることができる方は、次の各号いずれにも
該当する方です。
①本所会員で石川県小口融資制度（一般分・特別分）、石
川県小口零細融資制度、石川県創業者支援融資制度、
日本政策金融公庫経営改善資金（マル経）、新規開業に
伴う資金の融資を受けることができたもの
②元金及び利息（措置期間内における元金の返済を除
く）の遅延等がないもの
２） 対象となる融資制度（金利4月20日現在）
①石川県小口融資制度（一般分・特別分）
 融資限度額 一般1,500万円　
  特別1,250万円
 金　　利　 一般　年 1.75％ 以内　
  特別　年 1.70％ 以内
 返済期間 一般・特別
  運転5年以内　設備7年以内
②石川県小口零細融資制度
 融資限度額 1,250万円
 金　　利　 年 1.70％ 以内（零細分・創業者支援分）
  年 1.50％ 以内（女性・若者・シニア創業 
 　　　　　  者支援分・過疎地域創業者支援分）
 返済期間 運転5年以内　設備7年以内

③石川県創業者支援融資制度
 融資限度額 2,000万円
 金　　利　 年 1.80％ 以内
 返済期間 運転5年以内　設備7年以内
④経営改善資金融資制度（マル経）
 融資限度額 2,000万円
 金　　利　 年 1.3％
 返済期間 運転7年以内　設備10年以内
⑤日本政策金融公庫・新規開業に伴う資金
 融資限度額 7,200万円
 金　　利 年 0.35～2.35％
 返済期間 運転5年以内　設備20年以内
 　　　　　 （金利はいずれも4月13日現在）
３） 補給金の額
　借入年額の利子払い額の10％
　（百円未満は切り捨て）但し上限8万円
4） 対象期間　 返済開始の日から1年間分
５） 交付時期　 原則融資を受けてから1ヶ月以内
　　　　　　　　（前払いの形で実施します）
6） 交付申請
　本所所定の交付申請書に必要書類を添付して申請
7） 実施時期
　平成28年4月1日～平成28年12月31日まで（認定分）

（金利：H28.4月現在）

議
員
・
評
議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

本
所
副
会
頭
に

　藤
田
　直
樹
氏

　就
任

お子さまからお年寄りの方まで安全、安心♪お子さまからお年寄りの方まで安全、安心♪
安全に！ 快適に！ 便利に！安全に！

全口に安心センサー
搭載で危険を排除！

お手入れラクラク。
いつも快適♪

いろんな機能で毎日のお料理が
ラクに、楽しく！

全口に安心センサー
搭載で危険を排除！

お手入れラクラク。
いつも快適♪

安心と笑顔を届けたい 石川県小松市沖町 125 番地 1
TEL 0761-22-0515　FAX 0761-24-5157
http://www.komatsugas.co.jp

焦げつきを感知しても
自動で火が消えます。

ガスコンロ

いろんな機能で毎日のお料理が
ラクに、楽しく！

快適に！ 便利に！
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設備貸与制度

長期固定金利

ISICO 石川県産業創出支援機構 小松商工会議所からのお知らせ

㈱小松製作所粟津工場
執行役員／生産本部粟津工場長

藤田　直樹氏

㈱福井銀行小松支店
支店長

谷口　幸徳氏

鶴来信用金庫小松支店
支店長

北島　知之氏

ビジネス創造フェア
いしかわ２０１６
～技術の翼を～

10:00～ 17:00
石川県産業展示館2号館
金沢市袋畠町南193番地

平成28年

5月19日木～ 21日土

※ご利用に際し、諸条件についてはご相談下さい。

主　　催
後　　援

会場構成
お問合せ

公益財団法人石川県産業創出支援機構
石川県、金沢市、白山市、小松市、能美市、かほく市、加賀市、野々市市、七尾市、
羽咋市、川北町、津幡町、宝達志水町、志賀町、石川県商工会議所連合会
ビジネス創造フェアいしかわ2016・販売コーナー・商談コーナー・受発注相談コーナー
〒920-8203　金沢市鞍月2丁目20番地   石川県地場産業振興センター新館1F   （公財）石川県産業創出支援機構
販路開拓推進部　受注開拓課   担当：長田　豊   TEL: 076-267-1140   FAX: 076-268-4911

1億円の設備投資を10年間固定金利で利用できます。
信用保証協会の保証枠を残して設備投資できます。
減価償却ができます。
経営全般についての無料アドバイスが受けられます。

年2.75％固定（実質金利2.25%以下）
【利子補給制度】
石川県・各市町より利子助成が受けられます。

（市町については3年間）
今年度（平成28年度）から全市町で利子助成が行わ
れることになりました。

石川県産業創出支援機構公益財団法人

経営支援部  設備支援課
〒920-8203　金沢市鞍月2丁目20番地   石川県地場産業振興センター新館1F
TEL: 076-267-1174   FAX: 076-267-3622
URL: http://www.isico.or.jp   E-mail: info@isico.or.jp

小
松
市
の
場
合

対象業種
全製造業（製造用の
機械設備に限る）

助成額
1企業1年度
60万円限度

助成料率
割賦損料率の
1.25%相当額

お問合せ先
経済観光文化部商工労働課
TEL.0761-24-8074

助成期間

契約日より3年間

新品または中古設備
（※土地・建物・賃貸物件は対象外）

※なお、中古設備については留意点がありますので
事前にお問い合わせ下さい。

300人以下（業種によって異なります）

10年以内（うち据置期間1年以内）

必要に応じてお願いする場合があります

頭金：設備価格の10 ～ 50％をお願いします
原則担保不要
設備に損害保険を付保

100万円～１億円以下（消費税込）

設備を当機構が購入し、長期固定金利で
割賦販売（利率：年2.75％）
さらに、県・市町からの利子補給があると、
実質0.00％～の超優遇金利。（市町によって利率が異なります。）

メリット

従業員数

限度額

利　息

利　息

その他

連帯保証人

対象設備

割賦
制度

「ビジネス創造フェアいしかわ」を今年も開催いたします。
これまで多くの方々に本県中小企業の持つ高い技術力、新しいモノづ
くりにチャレンジする意欲の高さを発信してきました。これからの日本
のビジネスを創造していくカギは、中小企業が有している高度な製品
開発能力・加工技術力であります。
是非この機会に本県中小企業の持つ力をご覧ください。

　本
所
副
会
頭
　㈱
小
松
製

作
所
粟
津
工
場
　常
務
執
行

役
員
粟
津
工
場
長
の
山
下
　

修
二
氏
が
退
任
さ
れ
、
平
成

28
年
4
月
1
日
付
で
後
任
と

し
て
執
行
役
員
生
産
本
部
粟

津
工
場
長
の
藤
田
　直
樹
氏

が
就
任
し
た
。

日
　時

場
　所

入場無料 　本
所
で
は
急
激
な
経
済
変
動
に
伴
い
経
営
が
深
刻
化
し
て
い
る
小
規
模
事
業

者
の
経
営
資
金
の
負
担
を
軽
減
し
、
経
営
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
左

記
の
融
資
に
係
る
借
入
金
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

利
子
補
給
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

　本
所
議
員
の
㈱
福
井
銀
行

小
松
支
店
長
の
藤
田
進
氏
が

異
動
さ
れ
、
4
月
1
日
付
で

後
任
と
し
て
谷
口
幸
徳
氏
が

就
任
し
た
。

　ま
た
、
本
所
評
議
員
の
鶴

来
信
用
金
庫
小
松
支
店
長
の

後
正
幸
氏
が
異
動
さ
れ
、
4

月
1
日
付
で
北
島
知
之
氏
が

就
任
し
た
。

小
松
商
工

会
議
所

利子補給制度の対象となる制度融資

新
規
借
入
利
息
の
一
部
を
お
支
払
い
し
ま
す

小松商工会議所  中小企業相談所
☎ 0761-21-3121

問い合わせ先

１） 補給対象者
　補給を受けることができる方は、次の各号いずれにも
該当する方です。
①本所会員で石川県小口融資制度（一般分・特別分）、石
川県小口零細融資制度、石川県創業者支援融資制度、
日本政策金融公庫経営改善資金（マル経）、新規開業に
伴う資金の融資を受けることができたもの
②元金及び利息（措置期間内における元金の返済を除
く）の遅延等がないもの
２） 対象となる融資制度（金利4月20日現在）
①石川県小口融資制度（一般分・特別分）
 融資限度額 一般1,500万円　
  特別1,250万円
 金　　利　 一般　年 1.75％ 以内　
  特別　年 1.70％ 以内
 返済期間 一般・特別
  運転5年以内　設備7年以内
②石川県小口零細融資制度
 融資限度額 1,250万円
 金　　利　 年 1.70％ 以内（零細分・創業者支援分）
  年 1.50％ 以内（女性・若者・シニア創業 
 　　　　　  者支援分・過疎地域創業者支援分）
 返済期間 運転5年以内　設備7年以内

③石川県創業者支援融資制度
 融資限度額 2,000万円
 金　　利　 年 1.80％ 以内
 返済期間 運転5年以内　設備7年以内
④経営改善資金融資制度（マル経）
 融資限度額 2,000万円
 金　　利　 年 1.3％
 返済期間 運転7年以内　設備10年以内
⑤日本政策金融公庫・新規開業に伴う資金
 融資限度額 7,200万円
 金　　利 年 0.35～2.35％
 返済期間 運転5年以内　設備20年以内
 　　　　　 （金利はいずれも4月13日現在）
３） 補給金の額
　借入年額の利子払い額の10％
　（百円未満は切り捨て）但し上限8万円
4） 対象期間　 返済開始の日から1年間分
５） 交付時期　 原則融資を受けてから1ヶ月以内
　　　　　　　　（前払いの形で実施します）
6） 交付申請
　本所所定の交付申請書に必要書類を添付して申請
7） 実施時期
　平成28年4月1日～平成28年12月31日まで（認定分）

（金利：H28.4月現在）

議
員
・
評
議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

本
所
副
会
頭
に

　藤
田
　直
樹
氏

　就
任

小松商工会議所 2016.55
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検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

（
注
） 
●
日
本
商
工
会
議
所
検
定
、

 

◎
東
京
商
工
会
議
所
検
定…

 

団
体
受
付
の
締
切
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
本
所
HP

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 
簿
記
検
定
　
１
〜
４
級

◎ 

環
境
社
会
検
定【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

問
い
合
わ
せ

小
松
市
業
種
別
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
47
回

　本
大
会
は
、多
く
の
関
係
者
の
努
力
と
情
熱
に
支
え
ら
れ
、充
実
発
展
を

遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。小
松
商
工
会
議
所
が
主
体
と
な
り
、大
衆
化
し
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
通
じ
て
勤
労
者（
市
民
）に
夢
と
希
望
を
与
え
健
康
で

明
る
く
豊
か
な
活
力
の
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

主
　
　
催

■ 

主
　
　
管

■ 

期
　
　
日

■ 

会
　
　
場

■ 

参
加
資
格

■ 

参 

加 

料

■ 
傷
害
保
険

■ 
参
加
締
切
日

■ 
抽 
選 
会

■ 

要
項・申
込
書

小
松
商
工
会
議
所

小
松
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

平
成
28
年
６
月
12
日（
日
）8
時
30
分
〜
　

小
雨
決
行（
雨
天
の
場
合
６
月
19
日（
日
））

ス
カ
イ
パ
ー
ク
こ
ま
つ
翼（
日
末
町
や
１
番
地
１
）

小
松
市
事
業
所
を
有
す
る
団
体
、会
社
、工
場
、商
店
で

あ
る
こ
と
。学
生
は
参
加
で
き
な
い
。但
し
、定
時
制
高

校
生
は
一
般
と
す
る
。

１
チ
ー
ム
　
９
，０
０
０
円

各
チ
ー
ム
に
て
加
入
下
さ
い
。

平
成
28
年
6
月
3
日（
金
）ま
で

平
成
28
年
6
月
7
日（
火
）19
時
30
分

桜
木
体
育
館
2
F
会
議
室

小
松
商
工
会
議
所
窓
口
ま
た
は

Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

６
月
12
日（
日
）

５
月
13
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

１
級  

７
，７
１
０
円

２
級  

４
，６
３
０
円

３
級  

２
，５
７
０
円

４
級  

１
，６
４
０
円

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

7
月
24
日（
日
）

５
月
10
日（
火
）〜

6
月
10
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

5
，4
0
０
円

● 

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　 

検
定（
販
売
士
） 

2・３
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

7
月
9
日（
土
）

５
月
9
日（
月
）〜

6
月
17
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口

2
級  

5
，6
6
0
円

３
級  

4
，1
2
0
円

◎ 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　 

検
定  

2・３
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

7
月
10
日（
日
）

５
月
27
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

2
級  

6
，4
8
0
円

3
級  

4
，3
2
0
円

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）21・3
1
2
1

問
い
合
わ
せ

小
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　事
務
局
長
　清
土
　仁
志

☎・F
A
X（
0
7
6
1
）44・2
4
8
1

携
帯（
0
9
0
）5
1
7
8・5
3
2
5

中
小
企
業
相
談
所

経
営
支
援
課

大
田
　裕
美

　
平
成
28
年
4
月
1
日
よ

り
小
松
商
工
会
議
所
に
入

所
し
ま
し
た
大
田
裕
美
で
す
。

　
中
小
企
業
相
談
所
経
営

支
援
課
で
記
帳
指
導
員
の
業

務
に
つ
き
ま
す
。

　
わ
か
な
ら
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、一
日
で
も
早
く
業

務
に
慣
れ
、
諸
先
輩
方
の
ご

指
導
の
も
と
で
、
誠
実
・
丁

寧
に
取
り
組
み
、
信
頼
の
お

け
る
職
員
で
あ
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

連  絡  先

小松商工会議所
事業課

☎ 0761-21-3121

問 い 合 わ せ

　
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
4
月

15
日
〜
６
月
30
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議

所
福
祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福

祉
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
は
、
経
営
者
・
役
員
の
皆
様
の
保
障
や
退

職
金
準
備
、
相
続
対
策
、
保
険
料
の
全
額
損
金
算
入
、
1
／
2
損
金
算
入

に
よ
る
決
算
対
策
の
他
、
入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　
本
商
工
会
議
所
で
も
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
お
り
、
事
業
所
の

皆
様
に
は
、
商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク

サ
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担
当
社
員
が

お
伺
い
し
た
際
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、商
工
会

議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制
度
の
普

及・推
進
を
目
的
と
し
全
国
各
地
の

商
工
会
議
所
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命

保
険
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
組
織
で
す
。

【
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
】

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

campaign

　
今
年
も
労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告・納
付
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
申
告
書
の
集
合
受
付
を
別

表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
年
度
の
年
度
更
新
時

期
は
６
月
1
日（
水
）か
ら
７
月

11
日（
月
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、こ
の
期
間
内
に
申
告・納

付
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
年
度
更
新
申
告
・

　
　
　
納
付
手
続
き
は
お
早
め
に

小松労働基準監督署 労災課
小松市日の出町1-120

小松日の出合同庁舎７階

〈参考〉厚生労働省又は石川労働局
ホームページをご覧ください。

☎ 0761-22-4317

6月 7 日

6月13日

6月15日

6月21日

6月23日

6月24日

火

月

水

火

木

金

月　日 曜 時 間 会　　場

10:00

15:00

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

＊新規適用のみ

＊

〜

6月28日

7月 1 日

7月 4 日

7月 8 日

7月11日

火

金

月

金

月

能美市辰口福祉会館 談話室

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

 
6



InformationInformation

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

（
注
） 

●
日
本
商
工
会
議
所
検
定
、

 

◎
東
京
商
工
会
議
所
検
定…

 

団
体
受
付
の
締
切
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
本
所
HP

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

簿
記
検
定
　
１
〜
４
級

◎ 

環
境
社
会
検
定【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

問
い
合
わ
せ

小
松
市
業
種
別
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
47
回

　本
大
会
は
、多
く
の
関
係
者
の
努
力
と
情
熱
に
支
え
ら
れ
、充
実
発
展
を

遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。小
松
商
工
会
議
所
が
主
体
と
な
り
、大
衆
化
し
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
通
じ
て
勤
労
者（
市
民
）に
夢
と
希
望
を
与
え
健
康
で

明
る
く
豊
か
な
活
力
の
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

主
　
　
催

■ 

主
　
　
管

■ 

期
　
　
日

■ 

会
　
　
場

■ 

参
加
資
格

■ 

参 

加 

料

■ 

傷
害
保
険

■ 

参
加
締
切
日

■ 

抽 

選 

会

■ 

要
項・申
込
書

小
松
商
工
会
議
所

小
松
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

平
成
28
年
６
月
12
日（
日
）8
時
30
分
〜
　

小
雨
決
行（
雨
天
の
場
合
６
月
19
日（
日
））

ス
カ
イ
パ
ー
ク
こ
ま
つ
翼（
日
末
町
や
１
番
地
１
）

小
松
市
事
業
所
を
有
す
る
団
体
、会
社
、工
場
、商
店
で

あ
る
こ
と
。学
生
は
参
加
で
き
な
い
。但
し
、定
時
制
高

校
生
は
一
般
と
す
る
。

１
チ
ー
ム
　
９
，０
０
０
円

各
チ
ー
ム
に
て
加
入
下
さ
い
。

平
成
28
年
6
月
3
日（
金
）ま
で

平
成
28
年
6
月
7
日（
火
）19
時
30
分

桜
木
体
育
館
2
F
会
議
室

小
松
商
工
会
議
所
窓
口
ま
た
は

Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

６
月
12
日（
日
）

５
月
13
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

１
級  

７
，７
１
０
円

２
級  

４
，６
３
０
円

３
級  

２
，５
７
０
円

４
級  

１
，６
４
０
円

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

7
月
24
日（
日
）

５
月
10
日（
火
）〜

6
月
10
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

5
，4
0
０
円

● 

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　 

検
定（
販
売
士
） 

2・３
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

7
月
9
日（
土
）

５
月
9
日（
月
）〜

6
月
17
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口

2
級  

5
，6
6
0
円

３
級  

4
，1
2
0
円

◎ 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　 

検
定  

2・３
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

7
月
10
日（
日
）

５
月
27
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

2
級  

6
，4
8
0
円

3
級  

4
，3
2
0
円

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）21・3
1
2
1

問
い
合
わ
せ

小
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　事
務
局
長
　清
土
　仁
志

☎・F
A
X（
0
7
6
1
）44・2
4
8
1

携
帯（
0
9
0
）5
1
7
8・5
3
2
5

中
小
企
業
相
談
所

経
営
支
援
課

大
田
　裕
美

　
平
成
28
年
4
月
1
日
よ

り
小
松
商
工
会
議
所
に
入

所
し
ま
し
た
大
田
裕
美
で
す
。

　
中
小
企
業
相
談
所
経
営

支
援
課
で
記
帳
指
導
員
の
業

務
に
つ
き
ま
す
。

　
わ
か
な
ら
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、一
日
で
も
早
く
業

務
に
慣
れ
、
諸
先
輩
方
の
ご

指
導
の
も
と
で
、
誠
実
・
丁

寧
に
取
り
組
み
、
信
頼
の
お

け
る
職
員
で
あ
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

連  絡  先

小松商工会議所
事業課

☎ 0761-21-3121

問 い 合 わ せ

　
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
4
月

15
日
〜
６
月
30
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議

所
福
祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福

祉
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
は
、
経
営
者
・
役
員
の
皆
様
の
保
障
や
退

職
金
準
備
、
相
続
対
策
、
保
険
料
の
全
額
損
金
算
入
、
1
／
2
損
金
算
入

に
よ
る
決
算
対
策
の
他
、
入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　
本
商
工
会
議
所
で
も
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
お
り
、
事
業
所
の

皆
様
に
は
、
商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク

サ
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担
当
社
員
が

お
伺
い
し
た
際
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、商
工
会

議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制
度
の
普

及・推
進
を
目
的
と
し
全
国
各
地
の

商
工
会
議
所
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命

保
険
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
組
織
で
す
。

【
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
】

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

campaign

　
今
年
も
労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告・納
付
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
申
告
書
の
集
合
受
付
を
別

表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
年
度
の
年
度
更
新
時

期
は
６
月
1
日（
水
）か
ら
７
月

11
日（
月
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、こ
の
期
間
内
に
申
告・納

付
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
年
度
更
新
申
告
・

　
　
　
納
付
手
続
き
は
お
早
め
に

小松労働基準監督署 労災課
小松市日の出町1-120

小松日の出合同庁舎７階

〈参考〉厚生労働省又は石川労働局
ホームページをご覧ください。

☎ 0761-22-4317

6月 7 日

6月13日

6月15日

6月21日

6月23日

6月24日

火

月

水

火

木

金

月　日 曜 時 間 会　　場

10:00

15:00

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

＊新規適用のみ

＊

〜

6月28日

7月 1 日

7月 4 日

7月 8 日

7月11日

火

金

月

金

月

能美市辰口福祉会館 談話室

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

加賀地方合同庁舎 会議室（2階）

小松日の出合同庁舎 共用会議室（6階）

小松商工会議所 2016.57



今月の Pick Up

平成28年2月スタート！ マル経融資にも適用されます
マル経融資制度に

定める利率
マイナス0.1％

3月1日新設
日本政策金融公庫小規模事業者経営改善資金『マル経融資』

制度のポイント

ご利用いただける方

マル経融資制度／小松商工会議所中小企業相談所経営支援課　TEL0761-21-3121
よろず支援拠点／石川県よろず支援拠点小松サテライト　TEL0761-21-1139

資金使途

マル経資金融資
お申し込みから融資、
ご返済までの流れ

（以下のすべての要件を満たす方）

❶ 無担保・無保証人の融資制度です。
❷ 商工会議所の実施する経営指導を受けている方で、

商工会議所の長の推薦を受けた方が対象です。

経営改善に必要な事業資金
【運転資金】  仕入資金、手形決済資金、給与・ボーナスの支払いなど
【設備資金】  工場・店舗の改装資金、車両購入、機械設備の購入など

返済期間 【運転資金】  7年以内　　【設備資金】  10年以内
運転・設備併用の場合は、お問い合わせください。

小
規
模
事
業
所

小松商工会議所
会
　
　
　頭

審
　査
　会

経
営
指
導
員

（
調
　査
）

（
審
　査
）

申込

サブコーディネーター
久田　高志

（中小企業診断士）

推せん

指導

日
本
政
策
金
融
公
庫

❸ ご融資額は2,000万円以内です。

日本政策金融公庫「マル経融資」・
石川県よろず支援拠点「小松サテライト」
のご案内

まち・ひと・しごと創生貸付利率特例制度

石川県よろず支援拠点　小松サテライト

こんな「困った」ありませんか？※業種は問いません！

小松商工会議所では、金融機関や他の支援機関と連携し、市内事業所の
経営サポートに取り組んでいます。今回は、日本政策金融公庫国民生活事
業が取り扱う小規模経営改善貸付（マル経融資）と石川県よろず支援拠点

「小松サテライト」をご紹介します。

日本政策金融公庫 国民生活事業では、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に貢献する方のお役に立てるよう、
「まち・ひと・しごと創生貸付利率特例制度」を取り扱っており、マル経融資にも適用されます。

中小企業・小規模企業者の起業・成長・安定の各段階のニーズに応じて、地域の支援機関と
連携し、きめ細やかに対応するためのワンストップ相談窓口『石川県よろず支援拠点』の小松サ
テライトが、小松商工会議所内に開設され、中小企業診断士1名の常駐でスタートしました。ま
ずは、お気軽にお電話ください。

売上拡大したい！
ヒアリングにより現状を把握、分析し、販売戦略、マー
ケティング戦略をアドバイスします。

新商品開発をしたい！
現状を分析し、ターゲット、市場戦略、販売戦略等
を検討し、方向性のアドバイスをします。

商品・パッケージをリニューアルしたい！
今ある商品の内容やパッケージを、需要・デザイン・
コスト面から見直して効果的なリニューアルができる
ようアドバイスします。

取引先や従業員との間の
トラブルを解決したい！

トラブルを円満に解決できるようアドバイスをします。

事業承継に取り組みたい！
ヒアリングにより現状を把握し、円滑な事業承継に向
けての計画づくりをアドバイスします。

事業計画書を作成したい！
作成目的に応じた事業計画書の作り方や考え方につ
いてアドバイスします。

経営の合理化をしたい！
事業の現状把握・課題設定等のお手伝いをします。
経費の見直し・売上拡大のため分析を通して一緒に
考えましょう。

支援施策や補助金の情報が知りたい！
事業内容にあった支援施策、補助金、融資制度など、
タイムリーな情報を提供します。

事業を立て直したい！
事業再生の計画・実行、サポートします。会社の現
状・今後の展開予定にあわせた形で、計画・改善点
をアドバイスし、必要に応じて、支援施策の紹介や関
係支援機関を紹介します。

創業したい！
創業手順についてアドバイスします。事業計画（資金
計画）についてアドバイスします。

●常時使用する従業員が２０人（商業またはサービス業（宿泊業および娯楽業を除く）に属する事業を主たる
事業として営む方については５人）以下の法人・個人事業主の方

●最近１年以上、同一商工会議所地区内で事業を営んでいる方
●商工会議所の経営・金融に関する指導を原則６ヵ月以上受けており、事業改善に取り組んでいる方
●税金（所得税、法人税、事業税、都道府県民税等）を完納している方
●日本政策金融公庫の非対象業種等に属していない業種の事業を営んでいる方

●地方※で、新たに1名以上（従業員21名以上の企業の場合は3名以上）の若者（35歳未満）を雇用する方
●本社を東京23区から地方※に移転する方、または店舗・事務所、工場等を地方に新設もしくは増設する方
●次世代育成支援対策推進法第13条に基づく「子育てサポート企業」（くるみんまたはプラチナくるみん）の

認定を受けた方
●まち・ひと・しごと創生法第9条または第10条に基づき策定された「都道府県まち・ひと・しごと創生総合

戦略」または「市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」により、地方創生に資する事業として地方公共団体
が認めた事業を行う方
※「仙台市、東京（23区）、名古屋市、大阪市および福岡市」以外の地域をいいます。

小規模事業者の方が経営改善に必要となる資金を無担保・無保証人でご利用できる融資制度です。

市内事業所の経営を連携してサポート！

SUCCESS

利率（年）

1.3％
平成28年

4月13日現在

融　　資

返　　済
問い合わせ
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今月の Pick Up

平成28年2月スタート！ マル経融資にも適用されます
マル経融資制度に

定める利率
マイナス0.1％

3月1日新設
日本政策金融公庫小規模事業者経営改善資金『マル経融資』

制度のポイント

ご利用いただける方

マル経融資制度／小松商工会議所中小企業相談所経営支援課　TEL0761-21-3121
よろず支援拠点／石川県よろず支援拠点小松サテライト　TEL0761-21-1139

資金使途

マル経資金融資
お申し込みから融資、
ご返済までの流れ

（以下のすべての要件を満たす方）

❶ 無担保・無保証人の融資制度です。
❷ 商工会議所の実施する経営指導を受けている方で、

商工会議所の長の推薦を受けた方が対象です。

経営改善に必要な事業資金
【運転資金】  仕入資金、手形決済資金、給与・ボーナスの支払いなど
【設備資金】  工場・店舗の改装資金、車両購入、機械設備の購入など

返済期間 【運転資金】  7年以内　　【設備資金】  10年以内
運転・設備併用の場合は、お問い合わせください。

小
規
模
事
業
所

小松商工会議所
会
　
　
　頭

審
　査
　会

経
営
指
導
員

（
調
　査
）

（
審
　査
）

申込

サブコーディネーター
久田　高志

（中小企業診断士）

推せん

指導

日
本
政
策
金
融
公
庫

❸ ご融資額は2,000万円以内です。

日本政策金融公庫「マル経融資」・
石川県よろず支援拠点「小松サテライト」
のご案内

まち・ひと・しごと創生貸付利率特例制度

石川県よろず支援拠点　小松サテライト

こんな「困った」ありませんか？※業種は問いません！

小松商工会議所では、金融機関や他の支援機関と連携し、市内事業所の
経営サポートに取り組んでいます。今回は、日本政策金融公庫国民生活事
業が取り扱う小規模経営改善貸付（マル経融資）と石川県よろず支援拠点

「小松サテライト」をご紹介します。

日本政策金融公庫 国民生活事業では、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に貢献する方のお役に立てるよう、
「まち・ひと・しごと創生貸付利率特例制度」を取り扱っており、マル経融資にも適用されます。

中小企業・小規模企業者の起業・成長・安定の各段階のニーズに応じて、地域の支援機関と
連携し、きめ細やかに対応するためのワンストップ相談窓口『石川県よろず支援拠点』の小松サ
テライトが、小松商工会議所内に開設され、中小企業診断士1名の常駐でスタートしました。ま
ずは、お気軽にお電話ください。

売上拡大したい！
ヒアリングにより現状を把握、分析し、販売戦略、マー
ケティング戦略をアドバイスします。

新商品開発をしたい！
現状を分析し、ターゲット、市場戦略、販売戦略等
を検討し、方向性のアドバイスをします。

商品・パッケージをリニューアルしたい！
今ある商品の内容やパッケージを、需要・デザイン・
コスト面から見直して効果的なリニューアルができる
ようアドバイスします。

取引先や従業員との間の
トラブルを解決したい！

トラブルを円満に解決できるようアドバイスをします。

事業承継に取り組みたい！
ヒアリングにより現状を把握し、円滑な事業承継に向
けての計画づくりをアドバイスします。

事業計画書を作成したい！
作成目的に応じた事業計画書の作り方や考え方につ
いてアドバイスします。

経営の合理化をしたい！
事業の現状把握・課題設定等のお手伝いをします。
経費の見直し・売上拡大のため分析を通して一緒に
考えましょう。

支援施策や補助金の情報が知りたい！
事業内容にあった支援施策、補助金、融資制度など、
タイムリーな情報を提供します。

事業を立て直したい！
事業再生の計画・実行、サポートします。会社の現
状・今後の展開予定にあわせた形で、計画・改善点
をアドバイスし、必要に応じて、支援施策の紹介や関
係支援機関を紹介します。

創業したい！
創業手順についてアドバイスします。事業計画（資金
計画）についてアドバイスします。

●常時使用する従業員が２０人（商業またはサービス業（宿泊業および娯楽業を除く）に属する事業を主たる
事業として営む方については５人）以下の法人・個人事業主の方

●最近１年以上、同一商工会議所地区内で事業を営んでいる方
●商工会議所の経営・金融に関する指導を原則６ヵ月以上受けており、事業改善に取り組んでいる方
●税金（所得税、法人税、事業税、都道府県民税等）を完納している方
●日本政策金融公庫の非対象業種等に属していない業種の事業を営んでいる方

●地方※で、新たに1名以上（従業員21名以上の企業の場合は3名以上）の若者（35歳未満）を雇用する方
●本社を東京23区から地方※に移転する方、または店舗・事務所、工場等を地方に新設もしくは増設する方
●次世代育成支援対策推進法第13条に基づく「子育てサポート企業」（くるみんまたはプラチナくるみん）の

認定を受けた方
●まち・ひと・しごと創生法第9条または第10条に基づき策定された「都道府県まち・ひと・しごと創生総合

戦略」または「市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」により、地方創生に資する事業として地方公共団体
が認めた事業を行う方
※「仙台市、東京（23区）、名古屋市、大阪市および福岡市」以外の地域をいいます。

小規模事業者の方が経営改善に必要となる資金を無担保・無保証人でご利用できる融資制度です。

市内事業所の経営を連携してサポート！

SUCCESS

利率（年）

1.3％
平成28年

4月13日現在

融　　資

返　　済
問い合わせ

小松商工会議所 2016.59
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■ 1. 景況感

■ 2. 売上高

■ 3. 売上単価

■ 4. 資金繰り

■ 5. 採算性（経常利益）

年代別の推移

（単位：DI）

▲ 43.8
14.3

▲ 11.1
▲ 21.9
▲ 64.3
▲ 33.3
▲ 12.5
▲ 16.7
▲ 32.6
▲ 28.2
▲ 19.6

22.2
▲ 12.5

0.0
8.3

▲ 14.3
▲ 33.3
▲ 12.5
▲ 22.2
▲ 19.6

▲ 7.3
▲ 16.4

0.0
30.0

0.0
10.7

▲ 41.2
▲ 25.0

12.5
▲ 15.0
▲ 20.4

▲ 9.1
1.4
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）
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0.0
0.0
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▲ 5.6
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▲ 33.3

0.0
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▲ 10.9
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▲ 3.2

鉄工・機械
繊維
その他製造

建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

全産業
県　内

製造計

非製造計

製
造
業

非
製
造
業

前期今期来期
【
採
算
性（
経
常
利
益
）】 （
全
産
業
）

【
景
況
感
】 （
製
造
業
）

【
景
況
感
】 （
非
製
造
業
）

　製造業については、鉄工･機械では前期
8.3ポイントだったが、今期は0.0ポイン
ト、更に来期は▲37.5ポイントと悪化の見
通しを示している。繊維においても前期が
0.0ポイントであったが、今期は▲25.0ポ
イントとなり、来期は更に▲57.1ポイント
と悪化の見通しを示している。その他製造
業においては、前期から今期にかけてやや
悪化となったが、来期は回復見込みである
ことが伺える。
　非製造業については、建設業が前期▲
29.4ポイントから今期▲15.4ポイントと
回復傾向にあったが、来期は▲50.0ポイ
ントと更に厳しい予測が伺える。小売につ
いては今期▲58.3ポイント悪化、卸売は
前期より横ばいとなっているが、来期
25.0ポイント回復、サービス業も0.6ポイ
ント悪化となっており、総じて依然厳しい
状況が続いていることが伺える。

●小松商工会議所
　議員・評議員企業　225社

●回収率 82企業（回収率 36.4％）

調査対象企業が自らの業績に下した判断
DI（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数

「好調」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
平成27年度第3四半期（平成27年10月～12月）
平成27年度第4四半期（平成28年１月～3月、但し3月は見込み）
平成28年度第１四半期（平成28年4月～6月）

業況判断
D I 値

前 期
今 期
来 期

【
主
要
な
表
現
に
つ
い
て
】

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合わせください。

小松商工会議所

調査対象 鉄工･機械
繊維
その他製造業
建設業
小売業
卸売業
サービス業(運輸含む)

１８
８

１０
１４
６
８

１８
８２

１０３
５６
４６

１１８
４８２

159

業種

合計

小松 県内

（抜粋）

景
気

見
通
し

調
査

報
告

製造業
非製造業
全産業
県全体

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

建設
小売業
卸売業
その他製造
県製造

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、
　プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）

（単位：DI）
前　期

小松
鉄工・機械
繊維
その他製造

8.3
0.0

▲ 16.7
0.0

▲ 29.4
▲ 25.0
▲ 12.5
▲ 5.0

▲ 16.3
▲ 10.4
▲ 13.6

7.7
▲ 16.5
▲ 23.1
▲ 10.4

10.6
▲ 7.3
▲ 2.5
▲18.1

0.0
▲ 25.0
▲ 20.0
▲ 11.1
▲ 15.4
▲ 83.3
▲ 12.5
▲ 5.6

▲ 20.0
▲ 16.0
▲14.8

‒    
‒    
‒    

▲ 17.7
▲ 12.9
▲ 32.1
▲ 26.7
▲ 9.3

▲ 16.9
▲ 17.2

0.3

▲ 37.5
▲ 57.1
▲ 11.1
▲ 34.4
▲ 50.0
▲ 50.0

12.5
▲ 22.2
▲ 28.3
▲ 30.8

‒    

‒    
‒    
‒    

▲ 19.0
▲ 22.2
▲ 28.6
▲ 13.0
▲ 5.3

▲ 15.9
▲ 16.9

‒    

建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

全　　体
改善予測

製
造
業

製造計

非製造計

非
製
造
業

県内 小松 県内 小松 県内
今　期 来　期

景気見通し調査報告
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■ 1. 景況感

■ 2. 売上高

■ 3. 売上単価

■ 4. 資金繰り

■ 5. 採算性（経常利益）

年代別の推移

（単位：DI）

▲ 43.8
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▲ 11.1
▲ 21.9
▲ 64.3
▲ 33.3
▲ 12.5
▲ 16.7
▲ 32.6
▲ 28.2
▲ 19.6
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▲ 14.3
▲ 33.3
▲ 12.5
▲ 22.2
▲ 19.6

▲ 7.3
▲ 16.4

0.0
30.0

0.0
10.7

▲ 41.2
▲ 25.0

12.5
▲ 15.0
▲ 20.4

▲ 9.1
1.4

鉄工・機械
繊維
その他製造

建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

全産業
県　内

製造計

非製造計

製
造
業

非
製
造
業

前期今期来期

【
景
況
感
】 （
全
産
業
）

【
売
上
高
】 （
全
産
業
）

（単位：DI）

▲ 12.5
0.0
0.0

▲ 6.3
▲ 28.6
▲ 16.7
▲ 12.5
▲ 11.8
▲ 17.8
▲ 13.0
▲ 12.0

▲ 16.7
12.5

▲ 20.0
▲ 11.1
▲ 28.6
▲ 33.3

0.0
▲ 23.5
▲ 22.2
▲ 17.3
▲ 11.4

8.3
20.0
16.7
14.3

▲ 23.5
▲ 25.0
▲ 12.5

0.0
▲ 12.2
▲ 2.6
▲ 6.8

鉄工・機械
繊維
その他製造

建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

全産業
県　内

製造計

非製造計

製
造
業

非
製
造
業

前期今期来期

【
売
上
単
価
】 （
全
産
業
）

（単位：DI）

▲ 25.0
0.0
0.0

▲ 12.5
▲ 21.4
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　製造業については、鉄工･機械では前期
8.3ポイントだったが、今期は0.0ポイン
ト、更に来期は▲37.5ポイントと悪化の見
通しを示している。繊維においても前期が
0.0ポイントであったが、今期は▲25.0ポ
イントとなり、来期は更に▲57.1ポイント
と悪化の見通しを示している。その他製造
業においては、前期から今期にかけてやや
悪化となったが、来期は回復見込みである
ことが伺える。
　非製造業については、建設業が前期▲
29.4ポイントから今期▲15.4ポイントと
回復傾向にあったが、来期は▲50.0ポイ
ントと更に厳しい予測が伺える。小売につ
いては今期▲58.3ポイント悪化、卸売は
前期より横ばいとなっているが、来期
25.0ポイント回復、サービス業も0.6ポイ
ント悪化となっており、総じて依然厳しい
状況が続いていることが伺える。

●小松商工会議所
　議員・評議員企業　225社

●回収率 82企業（回収率 36.4％）

調査対象企業が自らの業績に下した判断
DI（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数

「好調」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
平成27年度第3四半期（平成27年10月～12月）
平成27年度第4四半期（平成28年１月～3月、但し3月は見込み）
平成28年度第１四半期（平成28年4月～6月）

業況判断
D I 値

前 期
今 期
来 期

【
主
要
な
表
現
に
つ
い
て
】

※詳細については、本所HPまたは、
　中小企業相談所までお問い合わせください。

小松商工会議所

調査対象 鉄工･機械
繊維
その他製造業
建設業
小売業
卸売業
サービス業(運輸含む)

１８
８

１０
１４
６
８

１８
８２

１０３
５６
４６

１１８
４８２

159

業種

合計

小松 県内

（抜粋）

景
気

見
通
し

調
査

報
告

製造業
非製造業
全産業
県全体

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

建設
小売業
卸売業
その他製造
県製造

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、
　プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）

（単位：DI）
前　期

小松
鉄工・機械
繊維
その他製造

8.3
0.0

▲ 16.7
0.0

▲ 29.4
▲ 25.0
▲ 12.5
▲ 5.0

▲ 16.3
▲ 10.4
▲ 13.6

7.7
▲ 16.5
▲ 23.1
▲ 10.4

10.6
▲ 7.3
▲ 2.5
▲18.1

0.0
▲ 25.0
▲ 20.0
▲ 11.1
▲ 15.4
▲ 83.3
▲ 12.5
▲ 5.6

▲ 20.0
▲ 16.0
▲14.8

‒    
‒    
‒    

▲ 17.7
▲ 12.9
▲ 32.1
▲ 26.7
▲ 9.3

▲ 16.9
▲ 17.2

0.3

▲ 37.5
▲ 57.1
▲ 11.1
▲ 34.4
▲ 50.0
▲ 50.0

12.5
▲ 22.2
▲ 28.3
▲ 30.8

‒    

‒    
‒    
‒    

▲ 19.0
▲ 22.2
▲ 28.6
▲ 13.0
▲ 5.3

▲ 15.9
▲ 16.9

‒    

建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

全　　体
改善予測

製
造
業

製造計

非製造計

非
製
造
業

県内 小松 県内 小松 県内
今　期 来　期

景気見通し調査報告

小松商工会議所 2016.511



会議所の動き

青年部
「
卒
会
会
員
を
送
る
会
」を
開
催

会議所の動き

　
定
例
会
で
は
、
松
山
典
裕
会
長（
㈲
松
山
自
動
車
）と
各
委
員

長
が
平
成
27
年
度
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
事
業
報
告
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
富

山
大
会
参
加
へ
の
呼
び
か
け
の
た
め
、
富
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
来
訪
し
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
そ
の
後
、「
卒
会
会
員
を
送
る
会
」を
開
催
し
、
本
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
卒
会
す
る
メ
ン
バ
ー
に
卒
業
証
書

と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
拍
手
で
見
送
っ
た
。

　
定
例
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
出
席
し
た
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
卒
会
会
員
を
交
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
思
い
出

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
本
所
青
年
部（
以
下 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
定
例
会
と「
卒
会
会
員
を

送
る
会
」を
粟
津
演
舞
場
に
て
開
催
し
た
。

こまつ地美絵実行委員会

全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式
に
ジ
ビ
エ
鍋
を
出
店

　
昨
年
5
月
に
開
催
し
た「
第
66
回
全
国
植
樹
祭
」を
記
念
し
、
陛
下

が
お
詠
に
な
ら
れ
た

  

御
製「
父
君
の  

蒔
か
れ
し
木
よ
り  

作
ら
れ
し

                  

　
　
　
　
　
　鍬
を
用
ひ
て  

く
ろ
ま
つ
を
植
う
」   

を
刻
ん
だ
御
製
碑
の
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行

委
員
会
か
ら
は
料
亭
梶
助
が
調
理
し
た
シ
シ
肉
味
噌
鍋
を
お
振
舞
い

鍋
と
し
て
出
店
し
た
。

　
当
日
は
限
定
2
0
0
食
を
用
意
し
た
が
、
11
時
の
開
始
前
に
は

１
０
０
人
を
超
え
る
列
が
で
き
、
開
始
15
分
で
終
了
す
る
ほ
ど
の

盛
況
振
り
だ
っ
た
。

　
式
典
に
参
加
し
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
供
た
ち
な
ど
シ
シ
肉
味

噌
鍋
を
食
べ
た
方
々
か
ら
は
、
美
味
し
い
と
の
声
が
聞
こ
え
た
。

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会
は
、
木
場
潟
公
園
中
央
園
地
で
開

催
さ
れ
た
第
66
回
全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式
に
出
店
し
た
。

産業政策委員会 4/6 3/26

3/23

ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け
た
平
成
28
年
度
施
策
に
つ
い
て

　
小
松
市
は
N
E
X
T
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、一般
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。
家
庭
系
対
策
と
し
て｢

ご
み
ダ
イ
エッ
ト
袋(

指
定
袋)

の
導

入｣

、
事
業
系
対
策
と
し
て｢

搬
入
手
数
料
の
改
定
8
円
／
kg
↓
10
円
／
kg｣｢

紙

ご
み
と
廃
プ
ラ
の
制
限｣

等
を
行
う
。
ご
み
減
量
の
た
め
の
対
策
を
行
う
こ
と
で

紙
ご
み
・
古
着
古
布
・
容
プ
ラ
の
分
別
徹
底
を
行
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に

繋
げ
た
い
。
具
体
的
な
目
標
は
H
29
・
7
ま
で
に
ご
み
削
減
マ
イ
ナ
ス
25
％
・
リ

サ
イ
ク
ル
率
マ
イ
ナ
ス
25
％
と
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、現
在
大
野
町
で
建
設
中
の(

仮
称)

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
こ
ま
つ
・
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は
、
稼
働
開
始
は
H
30
・
7
を
目
途
に
ス
マ
ー
ト
農

業
ラ
ン
ド
等
周
辺
施
設
を
循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
ゾ
ー
ン
と
位
置
付
け
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
教
育
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
話
さ
れ
た
。

小
林
氏
は
講
演
の
中
で｢

こ
れ
か
ら
も
市
民
や
企
業
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ま
ち
に
、
ひ
と
に
、
地
球
に
や
さ
し
い〈
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
〉を
目
指

し
て
い
き
た
い
。｣
と
話
さ
れ
た
。

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
近
江
裕
二
）14
名
は
、
小
松
市
環

境
共
生
部
長
の
小
林
代
与
志
次
氏
を
迎
え「
ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け
た

平
成
28
年
度
施
策
に
つ
い
て
」と
題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

地元の特色を取り入れた
イオンモール常滑店舗内 卒業証書授与

経営計画作成セミナー・
個別相談

経
営
計
画
書
の
作
成
に
向
け
て

　
中
小
企
業
診
断
士
で
㈱
迅
技
術
経
営
代
表
取
締
役
の
西
井
克
己

氏
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
補
正
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
補
助
制
度
の
概
要
及
び
計
画

書
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
持
続
化
補
助
金
の
申
請
書
作
成
に
も
対
応
し
て

お
り
、
企
業
概
要
、
自
社
の
強
み
や
特
徴
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
動
向
及

び
自
社
の
今
後
の
方
向
性
等
を
ま
と
め
る
経
営
計
画
書
の
作
成
に

向
け
、
各
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
、
西
井
氏
は
作
成
に
あ
た
り
、

改
め
て
自
社
の
情
報
の
棚
卸
し
、
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
話
し
た
。

　
ま
た
、
4
月
18
日
と
21
日
に
は
事
業
計
画
の
具
体
化
に
向
け
た

個
別
相
談
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　
本
所
で
は
、
3
月
23
日
と
4
月
14
日
に
小
規
模
事
業
者
の

経
営
計
画
書
の
作
成
支
援
を
目
的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

3/23
4/14

講師の西井克己氏

説明する小林部長

常滑商工会議所の杉江氏（左）より
説明を受ける委員

観光文化委員会

小
松
の『
石
文
化
』に
つ
い
て

　
九
谷
窯
元
会
館
で
宮
吉
勝
茂
理
事
長
よ
り
九
谷
焼
の
歴
史
を
学
ん
だ

後
、
花
坂
町
の
採
石
場
を
視
察
し
た
。
若
杉
町
の
谷
口
製
土
所
で
は
、

二
代
目
の
谷
口
公
昭
社
長
が
九
谷
焼
に
用
い
る
陶
土
の
製
造
工
程
を
紹

介
し
た
。

　
八
幡
の
五
十
吉
深
香
陶
窯
で
は
、
陶
庫
で
九
谷
焼
作
品
を
鑑
賞
。
九

谷
焼
作
家
の
浅
蔵
一
華
氏
が
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
花
坂
陶
石
を
用
い
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は「
九
谷
焼
は
十
分
に
知
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

た
が
、
今
回
の
視
察
で
小
松
の
魅
力
を
改
め
て
認
識
で
き
た
。
今
後『
石

文
化
』も
観
光
資
源
の
大
き
な
一
つ
と
し
て
、
小
松
市
の
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
」と
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
積
極
的
に
、
取
り
組
む

事
項
の
一
つ
と
し
た
。

　
大
坪
次
長
は
、
最
初
に
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
小
松
空
港
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
を
詳
細
な
デ
ー
タ
資
料
で
説
明
。
航
空
利
用
者
が
約
３
割
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
下
を
説
明
し
た
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
利
用
の
促
進
に
対
す
る
県
の
取
組

み
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
そ
の
一
つ
の「
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
28
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
を
説
明
。
参
加
事
業
所
へ
の
特

典
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
拡
充
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
夏
ダ
イ
ヤ
か
ら
小
松

－羽

田
便
が
２
便
減
便
と
な
り
10
便
と
な
る
も
、
選
べ
る
時
間
帯
が
増
加
し
、
逆
に

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
を
説
明
。
北
陸
新
幹
線
を
意
識
し
た
運
賃
の
値
下
げ

や
、
乗
継
割
引
等
の
航
空
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
説
明
し
、
参
加
者
の
理

解
と
活
用
を
促
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
は
、
小
松
市
の
財
産
で
あ
る
小
松
空
港
の
強
み
に
つ
い
て
改

め
て
認
識
を
深
め
、
今
後
の
小
松
空
港
の
更
な
る
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
委
員
会
を
終
了
し
た
。

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
山
本
政
弘
）一
行
17
名
は
、

小
松
市
副
市
長
竹
村
信
一
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
小
松
市
の
石

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
産
業
観
光
を
推
進
す
る
た
め
小
松
市

内
の
九
谷
焼
関
連
施
設
5
か
所
を
視
察
し
た
。

商業流通委員会

イ
オ
ン
モ
ー
ル
常
滑
、常
滑
や
き
も
の
散
歩
道
を
視
察

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
常
滑
は
敷
地
面
積
約
２
０
２
，
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
、
中
部
国
際
空
港

セ
ン
ト
レ
ア
の
利
用
客
を
意
識
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
や
、
地
元
の
食

材
を
取
り
扱
う
専
門
店
、
常
滑
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
招
き
猫
を
楽
し
め

る
招
き
猫
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
、
地
元
の
特
色
を
取
り
入
れ
た
店
舗
づ
く

り
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、一 

行
は
常
滑
焼
の
歴
史
あ
る
煙
突
や
窯
、
土
管
な
ど
の
め
ず

ら
し
い
景
観
と
風
情
あ
る
お
店
が
点
在
す
る
常
滑
や
き
も
の
散
歩
道
を

常
滑
商
工
会
議
所
職
員
の
杉
江
氏
よ
り
常
滑
の
歴
史
や
変
遷
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
散
策
し
、
常
滑
焼
の
歴
史
に
ふ
れ
た
。

　
現
在
当
地
に
建
設
中
の
商
業
施
設
の
最
新
の
店
舗
づ
く
り
や
、
や
き

も
の
の
産
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
機
会
と
な

り
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
なっ
た
。

　
本
所
商
業
流
通
委
員
会（
委
員
長
：
伊
藤
唯
司
）は
、

昨
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
常
滑
と
日
本

六
古
窯
の
一
つ
で
あ
り
１
０
０
０
年
の
歴
史
あ
る
や
き
も

の
の
産
地
、
常
滑
や
き
も
の
散
歩
道
を
視
察
し
た
。

谷口製土所にて 花坂陶石山
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中小企業対策委員会

◆
ケ
イ
テ
ー
・
テ
ク
シ
ー
ノ
㈱﹇
合
繊
織
物
製
造
﹈

　
創
業
は
明
治
43
年
と
1
0
0
年
以
上
の
企
業
活
動
を
続
け
て
い
る
企
業
で

あ
り
、
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
今
日

に
至
っ
て
い
る
。事
業
に
お
い
て
は
、複
合
仮
撚
り
技
術
に
お
け
る
、オ
ン
リ
ー

1
の
自
社
素
材
を
使
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
料
関
連
や
メ
デ
ィ
カ
ル
衣
料
関
連

の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
製
造
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
K
A
N
T
I
A
N
」と
し
て
撥
水
性

や
ス
ト
レ
ッ
チ
性
に
優
れ
た
素
材
に
て
ア
パ
レ
ル
事
業
に
も
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。
当
日
は
仮
撚
り
行
程
、
撚
糸
工
程
、
織
物
行
程
に
お
け
る
一
貫
生

産
の
現
場
を
視
察
見
学
し
た
。

◆
ア
イ
テ
ッ
ク
㈱﹇
表
面
処
理
事
業
・
眼
鏡
事
業
﹈

　
創
業
は
昭
和
23
年
。
鯖
江
市
は
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
ア
イ
テ
ッ
ク
は
表
面
処
理
加
工
メ
ー
カ
と
し
て
眼
鏡
業
界
と
と
も
に
成

長
し
て
き
た
。
昭
和
60
年
に
は
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
企
画
販
売
も
開
始
し
、
質
の

高
い
製
品
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に

海
外
製
品
の
輸
入
増
加
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
眼
鏡
業
界
の
生
産
量
の
減
少

に
伴
い
厳
し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
環
境
に
対
応
し
、
家
電
製
品
や

ス
ポ
ー
ツ
用
品
等
の
眼
鏡
業
界
以
外
の
分
野
に
も
積
極
的
に
展
開
し
て
き
て

お
り
他
社
に
な
い
新
た
な
表
面
処
理
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

アイテック㈱ ケイテー・テクシーノ㈱

4/19

4/14

空港･都市政策委員会

小
松
空
港
の
現
状
と
課
題
を
聞
く

4/19
　
本
所
空
港･

都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
堀
伸
市
）で
は
、
去
る
４
月
19
日（
火
）に
、

石
川
県
企
画
振
興
部
次
長
の
大
坪
弘
敏
氏
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、
北
陸
新
幹
線
開
業
後

の
小
松
空
港
の
現
状
と
課
題
を
テ
ー
マ
に
定
例
委
員
会
を
開
催
し
た
。

ま

く
わ

福
井
県
勝
山
市
ケ
イ
テ
ー・テ
ク
シ
ー
ノ
㈱・鯖
江
市
ア
イ
テ
ッ
ク
㈱
を
視
察

中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
藤
井
寛
治
）
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会議所の動き

青年部
「
卒
会
会
員
を
送
る
会
」を
開
催

会議所の動き

　
定
例
会
で
は
、
松
山
典
裕
会
長（
㈲
松
山
自
動
車
）と
各
委
員

長
が
平
成
27
年
度
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
事
業
報
告
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
富

山
大
会
参
加
へ
の
呼
び
か
け
の
た
め
、
富
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
来
訪
し
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
そ
の
後
、「
卒
会
会
員
を
送
る
会
」を
開
催
し
、
本
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
卒
会
す
る
メ
ン
バ
ー
に
卒
業
証
書

と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
拍
手
で
見
送
っ
た
。

　
定
例
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
出
席
し
た
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
卒
会
会
員
を
交
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
思
い
出

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
本
所
青
年
部（
以
下 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
定
例
会
と「
卒
会
会
員
を

送
る
会
」を
粟
津
演
舞
場
に
て
開
催
し
た
。

こまつ地美絵実行委員会

全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式
に
ジ
ビ
エ
鍋
を
出
店

　
昨
年
5
月
に
開
催
し
た「
第
66
回
全
国
植
樹
祭
」を
記
念
し
、
陛
下

が
お
詠
に
な
ら
れ
た

  

御
製「
父
君
の  

蒔
か
れ
し
木
よ
り  

作
ら
れ
し

                  

　
　
　
　
　
　鍬
を
用
ひ
て  

く
ろ
ま
つ
を
植
う
」   

を
刻
ん
だ
御
製
碑
の
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行

委
員
会
か
ら
は
料
亭
梶
助
が
調
理
し
た
シ
シ
肉
味
噌
鍋
を
お
振
舞
い

鍋
と
し
て
出
店
し
た
。

　
当
日
は
限
定
2
0
0
食
を
用
意
し
た
が
、
11
時
の
開
始
前
に
は

１
０
０
人
を
超
え
る
列
が
で
き
、
開
始
15
分
で
終
了
す
る
ほ
ど
の

盛
況
振
り
だ
っ
た
。

　
式
典
に
参
加
し
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
供
た
ち
な
ど
シ
シ
肉
味

噌
鍋
を
食
べ
た
方
々
か
ら
は
、
美
味
し
い
と
の
声
が
聞
こ
え
た
。

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会
は
、
木
場
潟
公
園
中
央
園
地
で
開

催
さ
れ
た
第
66
回
全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式
に
出
店
し
た
。

産業政策委員会 4/6 3/26

3/23

ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け
た
平
成
28
年
度
施
策
に
つ
い
て

　
小
松
市
は
N
E
X
T
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、一般
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。
家
庭
系
対
策
と
し
て｢

ご
み
ダ
イ
エッ
ト
袋(

指
定
袋)

の
導

入｣

、
事
業
系
対
策
と
し
て｢

搬
入
手
数
料
の
改
定
8
円
／
kg
↓
10
円
／
kg｣｢

紙

ご
み
と
廃
プ
ラ
の
制
限｣

等
を
行
う
。
ご
み
減
量
の
た
め
の
対
策
を
行
う
こ
と
で

紙
ご
み
・
古
着
古
布
・
容
プ
ラ
の
分
別
徹
底
を
行
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に

繋
げ
た
い
。
具
体
的
な
目
標
は
H
29
・
7
ま
で
に
ご
み
削
減
マ
イ
ナ
ス
25
％
・
リ

サ
イ
ク
ル
率
マ
イ
ナ
ス
25
％
と
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、現
在
大
野
町
で
建
設
中
の(

仮
称)

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
こ
ま
つ
・
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は
、
稼
働
開
始
は
H
30
・
7
を
目
途
に
ス
マ
ー
ト
農

業
ラ
ン
ド
等
周
辺
施
設
を
循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
ゾ
ー
ン
と
位
置
付
け
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
教
育
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
話
さ
れ
た
。

小
林
氏
は
講
演
の
中
で｢

こ
れ
か
ら
も
市
民
や
企
業
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ま
ち
に
、
ひ
と
に
、
地
球
に
や
さ
し
い〈
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
〉を
目
指

し
て
い
き
た
い
。｣

と
話
さ
れ
た
。

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
近
江
裕
二
）14
名
は
、
小
松
市
環

境
共
生
部
長
の
小
林
代
与
志
次
氏
を
迎
え「
ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け
た

平
成
28
年
度
施
策
に
つ
い
て
」と
題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

地元の特色を取り入れた
イオンモール常滑店舗内 卒業証書授与

経営計画作成セミナー・
個別相談

経
営
計
画
書
の
作
成
に
向
け
て

　
中
小
企
業
診
断
士
で
㈱
迅
技
術
経
営
代
表
取
締
役
の
西
井
克
己

氏
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
補
正
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
補
助
制
度
の
概
要
及
び
計
画

書
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
持
続
化
補
助
金
の
申
請
書
作
成
に
も
対
応
し
て

お
り
、
企
業
概
要
、
自
社
の
強
み
や
特
徴
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
動
向
及

び
自
社
の
今
後
の
方
向
性
等
を
ま
と
め
る
経
営
計
画
書
の
作
成
に

向
け
、
各
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
、
西
井
氏
は
作
成
に
あ
た
り
、

改
め
て
自
社
の
情
報
の
棚
卸
し
、
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
話
し
た
。

　
ま
た
、
4
月
18
日
と
21
日
に
は
事
業
計
画
の
具
体
化
に
向
け
た

個
別
相
談
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　
本
所
で
は
、
3
月
23
日
と
4
月
14
日
に
小
規
模
事
業
者
の

経
営
計
画
書
の
作
成
支
援
を
目
的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

3/23
4/14

講師の西井克己氏

説明する小林部長

常滑商工会議所の杉江氏（左）より
説明を受ける委員

観光文化委員会

小
松
の『
石
文
化
』に
つ
い
て

　
九
谷
窯
元
会
館
で
宮
吉
勝
茂
理
事
長
よ
り
九
谷
焼
の
歴
史
を
学
ん
だ

後
、
花
坂
町
の
採
石
場
を
視
察
し
た
。
若
杉
町
の
谷
口
製
土
所
で
は
、

二
代
目
の
谷
口
公
昭
社
長
が
九
谷
焼
に
用
い
る
陶
土
の
製
造
工
程
を
紹

介
し
た
。

　
八
幡
の
五
十
吉
深
香
陶
窯
で
は
、
陶
庫
で
九
谷
焼
作
品
を
鑑
賞
。
九

谷
焼
作
家
の
浅
蔵
一
華
氏
が
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
花
坂
陶
石
を
用
い
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は「
九
谷
焼
は
十
分
に
知
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

た
が
、
今
回
の
視
察
で
小
松
の
魅
力
を
改
め
て
認
識
で
き
た
。
今
後『
石

文
化
』も
観
光
資
源
の
大
き
な
一
つ
と
し
て
、
小
松
市
の
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
」と
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
積
極
的
に
、
取
り
組
む

事
項
の
一
つ
と
し
た
。

　
大
坪
次
長
は
、
最
初
に
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
小
松
空
港
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
を
詳
細
な
デ
ー
タ
資
料
で
説
明
。
航
空
利
用
者
が
約
３
割
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
下
を
説
明
し
た
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
利
用
の
促
進
に
対
す
る
県
の
取
組

み
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
そ
の
一
つ
の「
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
28
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
を
説
明
。
参
加
事
業
所
へ
の
特

典
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
拡
充
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
夏
ダ
イ
ヤ
か
ら
小
松

－羽

田
便
が
２
便
減
便
と
な
り
10
便
と
な
る
も
、
選
べ
る
時
間
帯
が
増
加
し
、
逆
に

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
を
説
明
。
北
陸
新
幹
線
を
意
識
し
た
運
賃
の
値
下
げ

や
、
乗
継
割
引
等
の
航
空
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
説
明
し
、
参
加
者
の
理

解
と
活
用
を
促
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
は
、
小
松
市
の
財
産
で
あ
る
小
松
空
港
の
強
み
に
つ
い
て
改

め
て
認
識
を
深
め
、
今
後
の
小
松
空
港
の
更
な
る
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
委
員
会
を
終
了
し
た
。

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
山
本
政
弘
）一
行
17
名
は
、

小
松
市
副
市
長
竹
村
信
一
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
小
松
市
の
石

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
産
業
観
光
を
推
進
す
る
た
め
小
松
市

内
の
九
谷
焼
関
連
施
設
5
か
所
を
視
察
し
た
。

商業流通委員会

イ
オ
ン
モ
ー
ル
常
滑
、常
滑
や
き
も
の
散
歩
道
を
視
察

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
常
滑
は
敷
地
面
積
約
２
０
２
，
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
、
中
部
国
際
空
港

セ
ン
ト
レ
ア
の
利
用
客
を
意
識
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
や
、
地
元
の
食

材
を
取
り
扱
う
専
門
店
、
常
滑
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
招
き
猫
を
楽
し
め

る
招
き
猫
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
、
地
元
の
特
色
を
取
り
入
れ
た
店
舗
づ
く

り
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、一 

行
は
常
滑
焼
の
歴
史
あ
る
煙
突
や
窯
、
土
管
な
ど
の
め
ず

ら
し
い
景
観
と
風
情
あ
る
お
店
が
点
在
す
る
常
滑
や
き
も
の
散
歩
道
を

常
滑
商
工
会
議
所
職
員
の
杉
江
氏
よ
り
常
滑
の
歴
史
や
変
遷
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
散
策
し
、
常
滑
焼
の
歴
史
に
ふ
れ
た
。

　
現
在
当
地
に
建
設
中
の
商
業
施
設
の
最
新
の
店
舗
づ
く
り
や
、
や
き

も
の
の
産
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
機
会
と
な

り
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
なっ
た
。

　
本
所
商
業
流
通
委
員
会（
委
員
長
：
伊
藤
唯
司
）は
、

昨
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
常
滑
と
日
本

六
古
窯
の
一
つ
で
あ
り
１
０
０
０
年
の
歴
史
あ
る
や
き
も

の
の
産
地
、
常
滑
や
き
も
の
散
歩
道
を
視
察
し
た
。

谷口製土所にて 花坂陶石山

4/13

中小企業対策委員会

◆
ケ
イ
テ
ー
・
テ
ク
シ
ー
ノ
㈱﹇
合
繊
織
物
製
造
﹈

　
創
業
は
明
治
43
年
と
1
0
0
年
以
上
の
企
業
活
動
を
続
け
て
い
る
企
業
で

あ
り
、
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
今
日

に
至
っ
て
い
る
。事
業
に
お
い
て
は
、複
合
仮
撚
り
技
術
に
お
け
る
、オ
ン
リ
ー

1
の
自
社
素
材
を
使
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
料
関
連
や
メ
デ
ィ
カ
ル
衣
料
関
連

の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
製
造
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
K
A
N
T
I
A
N
」と
し
て
撥
水
性

や
ス
ト
レ
ッ
チ
性
に
優
れ
た
素
材
に
て
ア
パ
レ
ル
事
業
に
も
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。
当
日
は
仮
撚
り
行
程
、
撚
糸
工
程
、
織
物
行
程
に
お
け
る
一
貫
生

産
の
現
場
を
視
察
見
学
し
た
。

◆
ア
イ
テ
ッ
ク
㈱﹇
表
面
処
理
事
業
・
眼
鏡
事
業
﹈

　
創
業
は
昭
和
23
年
。
鯖
江
市
は
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
ア
イ
テ
ッ
ク
は
表
面
処
理
加
工
メ
ー
カ
と
し
て
眼
鏡
業
界
と
と
も
に
成

長
し
て
き
た
。
昭
和
60
年
に
は
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
企
画
販
売
も
開
始
し
、
質
の

高
い
製
品
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に

海
外
製
品
の
輸
入
増
加
に
よ
り
国
内
に
お
け
る
眼
鏡
業
界
の
生
産
量
の
減
少

に
伴
い
厳
し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
環
境
に
対
応
し
、
家
電
製
品
や

ス
ポ
ー
ツ
用
品
等
の
眼
鏡
業
界
以
外
の
分
野
に
も
積
極
的
に
展
開
し
て
き
て

お
り
他
社
に
な
い
新
た
な
表
面
処
理
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

アイテック㈱ ケイテー・テクシーノ㈱

4/19

4/14

空港･都市政策委員会

小
松
空
港
の
現
状
と
課
題
を
聞
く

4/19
　
本
所
空
港･

都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
堀
伸
市
）で
は
、
去
る
４
月
19
日（
火
）に
、

石
川
県
企
画
振
興
部
次
長
の
大
坪
弘
敏
氏
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、
北
陸
新
幹
線
開
業
後

の
小
松
空
港
の
現
状
と
課
題
を
テ
ー
マ
に
定
例
委
員
会
を
開
催
し
た
。

ま

く
わ

福
井
県
勝
山
市
ケ
イ
テ
ー・テ
ク
シ
ー
ノ
㈱・鯖
江
市
ア
イ
テ
ッ
ク
㈱
を
視
察

中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
藤
井
寛
治
）

小松商工会議所 2016.513



Information

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

特
産
品
、
土
産
物
、

　
　い
や
げ
も
の
、
違
い
は
ど
こ
？

小松市環境美化センターへの
事業系一般廃棄物の
搬入手数料が改定されます。

一般ごみから分別し、リサイクル処理を
お願いします。

※上記改定に伴い、収集運搬許可業者へ収集運搬委託契約を行っている事業者においては契約変更が必
要となる場合があります。契約変更等については各ご契約の収集業者へ問い合わせください。

○まちに、ひとに、地球にやさしい「スマートシティ」へ。地球温暖化を防止し循環型社会・低炭素社会の実現を目
指し、ごみ減量化を進める為の施策の一つとして搬入手数料の改定を実施します。

○一般廃棄物は焼却処分され、それに伴いCO2が発生します。ごみ減量化はすなわちCO2発生量の抑制に直結します。昨
年11月のCOP21パリ会議で、日本は2030年比まで二酸化炭素の排出量の26%削減（2013年比）を打ち出しました。

※機密書類等については、製紙会社の溶融炉に自
己搬入するか、機密保持できる姿で業者委託してく
ださい。（美化センターでの焼却は控えるようにお
願いいたします）

事業所の皆様へお知らせ

改定日

美化センター搬入分より
平成２８年 （金）

現行

50㎏以下

50㎏を超える場合

400円（8円/kg）

50㎏を超えるごとに400円

500円（10円/kg）

50㎏を超えるごとに500円

改定後
（税込）

美化センターへ搬入する廃棄物に対するお願い

なぜ改定するのか？

一般廃棄物の減量化目標（H29年度）

リサイクル率向上目標（H29年度）

目標現状

現状 目標

一般ごみ（可燃ごみ）の排出量推移

（H20年度比）

年間排出量（t）

事業系手数料
4⇒8円/kg

（H23/4施行）

H20
家庭系 全体の低減率

H21 H22 H23 H24 H25 H26

削減率％
（H20年度比％）

リサイクル可能な紙類

産業廃棄物として適正処理を
お願いします。

事業系の
廃プラスチック

多く混入している廃棄物につい
ては、美化センターで「持ち帰
り・再分別」をお願いする場合
もありますのでご注意ください。

紙類や
廃プラスチックの

混合廃棄物

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000 100%

90%

80%

40%

70%

60%

50%

事業系

89%

13,540
10,536

13,540

32,317
28,828

10,536

18,29218,777 18,29218,777

小松市エコロジー推進課
TEL: 24-8069   FAX: 23-6404
詳しくは小松市ホームページをご覧ください。

問い合わせ先

改定

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る

際
に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品

や
商
品
、セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の

P
R
チ
ラ
シ
を
会
報
に
同
封
し
て
お

届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
日
　
毎
月
１
回

　（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　

　
A
４・B
5（
基
準
サ
イ
ズ
）

●
利
用
料
金

　
４
1
，1
6
０
円（
税
込
）

●
送
付
先
　
本
所
会
員
事
業
所
、　
　

　
関
係
官
公
庁・団
体
、全
国
の
商
工

　
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数
　
毎
月
約
３
，６
０
０
部

●
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
１０
日

●
納
品
期
日

　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所
指
定
業

　
者
へ
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し
て

　
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

　
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
財
政
課
　

　
☎
0
7
6
1
・
21
・
３
１
２
１

3階  小会議室（305号室）3階  大ホール（301～303号室）

小松商工会議所  事業課 ☎ 0761-21-3121
ホームページ　小松商工会議所「貸会議室」 http://www.komatcci.or.jp/

問い合わせ先

25％

7 1

（H26年度、H20年度比）
11％

（H26年度） 25％19％

　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
地
元
の
人
と
話
し
て
い
る
と「
渡
辺

さ
ん
の
言
う
地
方
発
ヒ
ッ
ト
商
品
っ
て
、
特
産
品
や
土
産
物

と
ど
う
違
う
ん
で
し
ょ
う
か
」と
議
論
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
は
地
方
発
ヒ
ッ
ト
商
品
は
、
地
域
の
持
つ
資
源
を

生
か
し
な
が
ら
、
今
の
時
代
の
市
場
に
合
致
し
た
価
値
を

持
つ
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
土
着
性（
個
性
・
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
）」×

「
市
場
適
合
性
」が
不
可
欠
で
す
。

　
特
産
品
は
そ
の
土
地
で
た
く
さ
ん
採
れ
た
り
生
産
さ
れ

た
り
し
た
歴
史
を
持
つ
も
の
で
す
。
既
に
全
国
の
市
場
に

出
回
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
リ
ン
ゴ
と
言
え
ば
青
森
県
産
や
長
野
県

産
、
そ
う
め
ん
と
言
え
ば
播
州
た
つ
の
の
揖
保
乃
糸（
い
ぼ

の
い
と
）と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
こ
の
特
産
品
が「
お
土
産
品
」に
な
る
に
は
も
う
一
歩
進

ん
だ
条
件
が
必
要
で
す
。
大
抵
の
人
は
知
っ
て
い
る
し
消

費
体
験
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
有
難
味
が
な
い
た
め
で

す
。
つ
ま
り
お
土
産
品
は
特
産
品
の
中
で
も
、
特
別
に
希
少

で
品
質
に
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

方
向
で
は
、
生
産
者
を
特
定
し
た
り
、
収
穫
や
生
産
時
期

を
限
定
し
た
り
し
た
も
の
が
土
産
物
に
な
り
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
こ
の
希
少
性
や
品
質
の
高
さ
が
、
市
場
の
求
め
る

方
向
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
は「
い
や
げ
も
の
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
漫
画
家
・
作

家
の
み
う
ら
じ
ゅ
ん
氏
が
言
い
は
じ
め
た
言
葉
で
、
も
ら
う

と
か
え
っ
て
迷
惑
な
土
産
物
と
い
う
意
味
で
す
。
地
域
特

産
で
希
少
品
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
う
れ
し
く
な
い（
＝
市
場

の
価
値
と
合
っ
て
い
な
い
）の
で
す
。

　
先
日
、
あ
る
地
域
の
伝
統
工
芸
品
の
人
形
を
、
制
作
者

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
置
い
て
い
る
20
代
の
女
性
に
見
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ「
こ
れ
は
迷
惑
」と
断
言
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

単
に
好
き
嫌
い
と
い
う
よ
り
も
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
携
帯
電
話
が
普
及
し
た
と
き

に
あ
れ
ほ
ど
広
が
っ
た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）時
代
に
な
っ
て
使
う
人
は
激
減
し
ま
し

た
。
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
に
し
て
も
は
め
込
ん
で
全
体
を
覆
う
タ

イ
プ
か
ら
ほ
ん
の
１
〜
２
年
で
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
挟
み
込

む
タ
イ
プ
に
主
流
が
移
り
ま
し
た
。
市
場
に
合
う
か
合
わ

な
い
か
は
、
モ
ノ
に
よ
っ
て
は
時
代
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
変

化
し
ま
す
。

　
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
開
発
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
て
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
す
か

ら
、
こ
う
し
た
変
化
の
激
し
い
市
場
は
あ
ま
り
相
手
に
し

な
い
の
が
正
解
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
さ
て
、
地
域
発
の
価

値
に
戻
り
ま
す
が
、
単
に
珍
し
い
こ
と
や
希
少
で
あ
る
こ

と
だ
け
で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
消
費
者
か
ら
期
待
さ
れ

る「
生
産
地
な
ら
で
は
の
品
質
の
高
さ
や
価
格
」は
変
わ
ら

ず
重
要
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

風
土
に
触
れ
ら
れ
る
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
と

い
っ
た
価
値
も
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
っ
と
真
面
目
な

人
が
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
消
費
者
目
線
か
ら
み
た
価
値
を
整
理
し

て
書
き
起
こ
し
て
い
く
と
商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
つ
く
れ

ま
す
。
そ
れ
が
、
き
ち
ん
と
商
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、

伝
え
ら
れ
て
い
る
か
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ
　
日
経
Ｂ
Ｐ
社
　
日
経
Ｂ

Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員
。
１
９
８
６
年
、
筑
波
大
学
大

学
院
理
工
学
修
士
課
程
修
了
。
同
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
日

経
パ
ソ
コ
ン
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、

経
営
分
野
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た
め

の
講
演
・
コ
ン
サ
ル
を
実
施
。
消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

小
松
商
工
会
議
所
会
報

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室

の
ご
案
内

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら

２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま
で

様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会

議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。会
員
事

業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■
休
館
日 

　
年
末
年
始

　
　
　
　
　 （
12
／
31
〜
１
／
３
）

　
　※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

■
施
設
案
内 

大
小
会
議
室

　
　
　 

研
修
室
11
室

　
　
　 

駐
車
場
１
０
０
台

　
　
　 

冷
暖
房
完
備

■
料
金・申
し
込
み 

　
　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小松市役所からのお知らせ
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Information

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

特
産
品
、
土
産
物
、

　
　い
や
げ
も
の
、
違
い
は
ど
こ
？

小松市環境美化センターへの
事業系一般廃棄物の
搬入手数料が改定されます。

一般ごみから分別し、リサイクル処理を
お願いします。

※上記改定に伴い、収集運搬許可業者へ収集運搬委託契約を行っている事業者においては契約変更が必
要となる場合があります。契約変更等については各ご契約の収集業者へ問い合わせください。

○まちに、ひとに、地球にやさしい「スマートシティ」へ。地球温暖化を防止し循環型社会・低炭素社会の実現を目
指し、ごみ減量化を進める為の施策の一つとして搬入手数料の改定を実施します。

○一般廃棄物は焼却処分され、それに伴いCO2が発生します。ごみ減量化はすなわちCO2発生量の抑制に直結します。昨
年11月のCOP21パリ会議で、日本は2030年比まで二酸化炭素の排出量の26%削減（2013年比）を打ち出しました。

※機密書類等については、製紙会社の溶融炉に自
己搬入するか、機密保持できる姿で業者委託してく
ださい。（美化センターでの焼却は控えるようにお
願いいたします）

事業所の皆様へお知らせ

改定日

美化センター搬入分より
平成２８年 （金）

現行

50㎏以下

50㎏を超える場合

400円（8円/kg）

50㎏を超えるごとに400円

500円（10円/kg）

50㎏を超えるごとに500円

改定後
（税込）

美化センターへ搬入する廃棄物に対するお願い

なぜ改定するのか？

一般廃棄物の減量化目標（H29年度）

リサイクル率向上目標（H29年度）

目標現状

現状 目標

一般ごみ（可燃ごみ）の排出量推移

（H20年度比）

年間排出量（t）

事業系手数料
4⇒8円/kg

（H23/4施行）

H20
家庭系 全体の低減率

H21 H22 H23 H24 H25 H26

削減率％
（H20年度比％）

リサイクル可能な紙類

産業廃棄物として適正処理を
お願いします。

事業系の
廃プラスチック

多く混入している廃棄物につい
ては、美化センターで「持ち帰
り・再分別」をお願いする場合
もありますのでご注意ください。

紙類や
廃プラスチックの

混合廃棄物
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50%

事業系

89%

13,540
10,536

13,540

32,317
28,828

10,536

18,29218,777 18,29218,777

小松市エコロジー推進課
TEL: 24-8069   FAX: 23-6404
詳しくは小松市ホームページをご覧ください。

問い合わせ先

改定

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る

際
に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品

や
商
品
、セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の

P
R
チ
ラ
シ
を
会
報
に
同
封
し
て
お

届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
日
　
毎
月
１
回

　（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　

　
A
４・B
5（
基
準
サ
イ
ズ
）

●
利
用
料
金

　
４
1
，1
6
０
円（
税
込
）

●
送
付
先
　
本
所
会
員
事
業
所
、　
　

　
関
係
官
公
庁・団
体
、全
国
の
商
工

　
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数
　
毎
月
約
３
，６
０
０
部

●
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
１０
日

●
納
品
期
日

　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所
指
定
業

　
者
へ
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し
て

　
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

　
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
財
政
課
　

　
☎
0
7
6
1
・
21
・
３
１
２
１

3階  小会議室（305号室）3階  大ホール（301～303号室）

小松商工会議所  事業課 ☎ 0761-21-3121
ホームページ　小松商工会議所「貸会議室」 http://www.komatcci.or.jp/

問い合わせ先

25％

7 1

（H26年度、H20年度比）
11％

（H26年度） 25％19％

　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
地
元
の
人
と
話
し
て
い
る
と「
渡
辺

さ
ん
の
言
う
地
方
発
ヒ
ッ
ト
商
品
っ
て
、
特
産
品
や
土
産
物

と
ど
う
違
う
ん
で
し
ょ
う
か
」と
議
論
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
は
地
方
発
ヒ
ッ
ト
商
品
は
、
地
域
の
持
つ
資
源
を

生
か
し
な
が
ら
、
今
の
時
代
の
市
場
に
合
致
し
た
価
値
を

持
つ
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
土
着
性（
個
性
・
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
）」×

「
市
場
適
合
性
」が
不
可
欠
で
す
。

　
特
産
品
は
そ
の
土
地
で
た
く
さ
ん
採
れ
た
り
生
産
さ
れ

た
り
し
た
歴
史
を
持
つ
も
の
で
す
。
既
に
全
国
の
市
場
に

出
回
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
リ
ン
ゴ
と
言
え
ば
青
森
県
産
や
長
野
県

産
、
そ
う
め
ん
と
言
え
ば
播
州
た
つ
の
の
揖
保
乃
糸（
い
ぼ

の
い
と
）と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
こ
の
特
産
品
が「
お
土
産
品
」に
な
る
に
は
も
う
一
歩
進

ん
だ
条
件
が
必
要
で
す
。
大
抵
の
人
は
知
っ
て
い
る
し
消

費
体
験
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
有
難
味
が
な
い
た
め
で

す
。
つ
ま
り
お
土
産
品
は
特
産
品
の
中
で
も
、
特
別
に
希
少

で
品
質
に
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

方
向
で
は
、
生
産
者
を
特
定
し
た
り
、
収
穫
や
生
産
時
期

を
限
定
し
た
り
し
た
も
の
が
土
産
物
に
な
り
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
こ
の
希
少
性
や
品
質
の
高
さ
が
、
市
場
の
求
め
る

方
向
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
は「
い
や
げ
も
の
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
漫
画
家
・
作

家
の
み
う
ら
じ
ゅ
ん
氏
が
言
い
は
じ
め
た
言
葉
で
、
も
ら
う

と
か
え
っ
て
迷
惑
な
土
産
物
と
い
う
意
味
で
す
。
地
域
特

産
で
希
少
品
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
う
れ
し
く
な
い（
＝
市
場

の
価
値
と
合
っ
て
い
な
い
）の
で
す
。

　
先
日
、
あ
る
地
域
の
伝
統
工
芸
品
の
人
形
を
、
制
作
者

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
置
い
て
い
る
20
代
の
女
性
に
見
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ「
こ
れ
は
迷
惑
」と
断
言
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

単
に
好
き
嫌
い
と
い
う
よ
り
も
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
携
帯
電
話
が
普
及
し
た
と
き

に
あ
れ
ほ
ど
広
が
っ
た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）時
代
に
な
っ
て
使
う
人
は
激
減
し
ま
し

た
。
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
に
し
て
も
は
め
込
ん
で
全
体
を
覆
う
タ

イ
プ
か
ら
ほ
ん
の
１
〜
２
年
で
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
挟
み
込

む
タ
イ
プ
に
主
流
が
移
り
ま
し
た
。
市
場
に
合
う
か
合
わ

な
い
か
は
、
モ
ノ
に
よ
っ
て
は
時
代
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
変

化
し
ま
す
。

　
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
開
発
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
て
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
す
か

ら
、
こ
う
し
た
変
化
の
激
し
い
市
場
は
あ
ま
り
相
手
に
し

な
い
の
が
正
解
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
さ
て
、
地
域
発
の
価

値
に
戻
り
ま
す
が
、
単
に
珍
し
い
こ
と
や
希
少
で
あ
る
こ

と
だ
け
で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
消
費
者
か
ら
期
待
さ
れ

る「
生
産
地
な
ら
で
は
の
品
質
の
高
さ
や
価
格
」は
変
わ
ら

ず
重
要
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

風
土
に
触
れ
ら
れ
る
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
と

い
っ
た
価
値
も
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
っ
と
真
面
目
な

人
が
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
消
費
者
目
線
か
ら
み
た
価
値
を
整
理
し

て
書
き
起
こ
し
て
い
く
と
商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
つ
く
れ

ま
す
。
そ
れ
が
、
き
ち
ん
と
商
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、

伝
え
ら
れ
て
い
る
か
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ
　
日
経
Ｂ
Ｐ
社
　
日
経
Ｂ

Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員
。
１
９
８
６
年
、
筑
波
大
学
大

学
院
理
工
学
修
士
課
程
修
了
。
同
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
日

経
パ
ソ
コ
ン
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、

経
営
分
野
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た
め

の
講
演
・
コ
ン
サ
ル
を
実
施
。
消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

小
松
商
工
会
議
所
会
報

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室

の
ご
案
内

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら

２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま
で

様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会

議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。会
員
事

業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■
休
館
日 

　
年
末
年
始

　
　
　
　
　 （
12
／
31
〜
１
／
３
）

　
　※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

■
施
設
案
内 

大
小
会
議
室

　
　
　 

研
修
室
11
室

　
　
　 

駐
車
場
１
０
０
台

　
　
　 

冷
暖
房
完
備

■
料
金・申
し
込
み 

　
　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小松市役所からのお知らせ

小松商工会議所 2016.515



　
今
回
ご
紹
介
す
る
事
業
所
は
、

殿
町
で
牛
乳
販
売
業
を
営
む
藤
井

牛
乳
店
さ
ん
で
す
。
大
正
元
年
頃

に
創
業
し
、
以
来
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
の
お
客
様
に
牛
乳
を
中
心

と
し
た
乳
製
品
や
飲
料
を
ご
提
供

し
て
い
ま
す
。

　「
商
品
の
販
売
を
と
お
し
て
安

全
と
安
心
、
健
康
と
お
い
し
さ
を

お
客
様
に
お
届
け
し
た
い
で
す
」

会員事業所紹介

代表 藤井　衛

No.
209

『
女
性
会
総
会
』開
催

        

花
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
展
開

女
性
会

華
つ
う
し
ん

小松市殿町1-23
0761-22-0283
fujii-milkstore
@royal.ocn.ne.jp

情報チラシ「いどばた」

藤井さんご家族

「農協牛乳こだわり牛乳」

■所在地
■TEL・FAX
■E-mail

と
話
す
の
は
、
代
表
の
ご
家
族
の

藤
井
暁
さ
ん
。
ご
年
配
者
か
ら
小

さ
な
お
子
様
ま
で
、
家
族
構
成
や

年
齢
層
に
あ
わ
せ
た
商
品
を
ご
提

案
し
、
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。
取
扱
品
目
の
中
で
は
、
能
登

地
域
の
生
産
者
が
毎
日
集
乳
す
る

新
鮮
な
生
乳
の
み
を
使
用
し
た

「
農
協
牛
乳
こ
だ
わ
り
牛
乳
」が
一

番
好
評
で
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー

に
愛
飲
さ
れ
て
い
る
地
産
地
消
の

商
品
で
す
。

　
ま
た
、
配
達
に
あ
わ
せ
て
、
牛

乳
に
関
す
る
健
康
情
報
な
ど
を

お
届
け
す
る
同
店
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
情
報
チ
ラ
シ「
い
ど
ば
た
」も

暁
さ
ん
が
作
成
を
担
当
し
、
こ
れ

ま
で
10
年
以
上
に
わ
た
り
配
布
、

リ
ピ
ー
タ
ー
客
の
中
に
は
、
毎
月

の
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
い

そ
う
で
す
。

　「
毎
日
、
新
鮮
な
牛
乳
を
飲
ん

で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
気
持
ち

で
一
日
を
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

で
す
」と
明
る
く
話
す
暁
さ
ん
。

商
品
を
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

藤井牛乳

小松市役所

小松市立
図書館

稚松小学校

挨拶する島会長

祝辞を述べる和田会頭記念講演会講師の横田幸子氏を囲んで

至
明
峰
駅

至
小
松
駅

本陣記念
美術館

北國銀行
360

101

会員事業所紹介
　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
総
会

が
４
月
21
日（
木
）本
所
に
て
開
催

さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

を
決
め
た
。

　
総
会
で
は
、
会
員
ら
30
名
が
出

席
し
、
島
節
子
会
長
が
挨
拶
、
和

田
衞
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
よ
り

祝
辞
を
頂
い
た
。

　
提
出
議
案
の
、
平
成
27
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
お
よ

び
平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）・

収
支
予
算(

案)

、
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
花

を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
と
な
り
、「
フ
ロ
ー
ラ
ル

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト
」や
花

に
ま
つ
わ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
県
外
視
察
研
修
や
小

学
生
を
対
象
と
し
た「
環
境
・
ゴ

ミ
問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の
開

催
や
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
・
歌
舞
伎

市
へ
の
参
画
、
市
内
保
育
園
で
の

ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
体
験
な
ど
の
活

動
を
行
う
。

　
総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
横
田
幸
子
氏
よ
り
、「
運

気
Ｕ
Ｐ
！
売
上
Ｕ
Ｐ
！
〜
笑
顔
の

チ
カ
ラ
〜
」と
題
し
て
ご
講
話
を

い
た
だ
い
た
。
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使
用
し
た

「
農
協
牛
乳
こ
だ
わ
り
牛
乳
」が
一

番
好
評
で
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー

に
愛
飲
さ
れ
て
い
る
地
産
地
消
の

商
品
で
す
。

　
ま
た
、
配
達
に
あ
わ
せ
て
、
牛

乳
に
関
す
る
健
康
情
報
な
ど
を

お
届
け
す
る
同
店
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
情
報
チ
ラ
シ「
い
ど
ば
た
」も

暁
さ
ん
が
作
成
を
担
当
し
、
こ
れ

ま
で
10
年
以
上
に
わ
た
り
配
布
、

リ
ピ
ー
タ
ー
客
の
中
に
は
、
毎
月

の
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
い

そ
う
で
す
。

　「
毎
日
、
新
鮮
な
牛
乳
を
飲
ん

で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
気
持
ち

で
一
日
を
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

で
す
」と
明
る
く
話
す
暁
さ
ん
。

商
品
を
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

藤井牛乳

小松市役所

小松市立
図書館

稚松小学校

挨拶する島会長

祝辞を述べる和田会頭記念講演会講師の横田幸子氏を囲んで

至
明
峰
駅

至
小
松
駅

本陣記念
美術館

北國銀行
360

101

会員事業所紹介
　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
総
会

が
４
月
21
日（
木
）本
所
に
て
開
催

さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

を
決
め
た
。

　
総
会
で
は
、
会
員
ら
30
名
が
出

席
し
、
島
節
子
会
長
が
挨
拶
、
和

田
衞
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
よ
り

祝
辞
を
頂
い
た
。

　
提
出
議
案
の
、
平
成
27
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
お
よ

び
平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）・

収
支
予
算(

案)

、
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
花

を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
と
な
り
、「
フ
ロ
ー
ラ
ル

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト
」や
花

に
ま
つ
わ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
県
外
視
察
研
修
や
小

学
生
を
対
象
と
し
た「
環
境
・
ゴ

ミ
問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の
開

催
や
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
・
歌
舞
伎

市
へ
の
参
画
、
市
内
保
育
園
で
の

ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
体
験
な
ど
の
活

動
を
行
う
。

　
総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
横
田
幸
子
氏
よ
り
、「
運

気
Ｕ
Ｐ
！
売
上
Ｕ
Ｐ
！
〜
笑
顔
の

チ
カ
ラ
〜
」と
題
し
て
ご
講
話
を

い
た
だ
い
た
。

サポートネット
専門家による無料相談会

私たちが相談に応じます。

◆法律
◆債権回収
◆多重債務
◆完済過払
◆税金
◆登記
◆不動産評価

◆人事・給与
◆会社設立
◆相続
◆事業承継
◆農地転用・開発行為
◆事業計画
◆公的年金

等のご相談をお気軽に【秘密厳守】

日時●5月14日（土）・●6月18日（土）  ９時～11時30分

会場●小松商工会議所
問い合わせ先：担当　竹内　TEL 0761-22-9990

社会保険労務士
FP

TEL 0761-46-1046
井田　茂

不動産鑑定士
　

TEL 0761-21-1122
澤矢　豊伸

中小企業診断士
社会保険労務士

TEL 0761-22-9990
竹内　広幸

税理士
行政書士

TEL 0761-76-5503
谷口　勇一

土地家屋調査士
行政書士

TEL 0761-20-3175
山﨑　豊

弁護士

TEL 0761-24-3633
杉本　昌之

弁護士

TEL 076-256-5413
中西　祐一

司法書士
　

TEL 0761-43-0848
三輪　哲也

小松商工会議所 2016.517
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北陸電力では省エネルギーのご提案をしています。 
 

事例 

・省エネルギーに取り組みたいが、何から手をつけていいか分からない。 

・空調、給湯、厨房などの熱源設備の改善を図りたい。 

・生産ラインの電気・熱エネルギー設備の改善を図りたい。 

 

このような悩みをお持ちのお客さまは、 

一度、北陸電力へ相談してみませんか？ 

 

●お問合せ、ご相談は 
北陸電力株式会社小松支社 営業担当 

TEL 0761-21-1951 

 

第 54 回機械工業見本市 金沢に出展します。 

 

日  時：平成 28 年 5 月 19 日(木)～21 日(土) 10:00～17:00 

場  所：石川県産業展示館 3･4 号館 

出展内容：空気圧縮機の省エネ対策について 

 

みなさま多数のご来場をお待ちしています 

 


